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一般質問

町の考えを問う町の考えを問う

Q

Q

A

A

・ふるさと納税の必要な人材として地域
　おこし協力隊の活用を
・菊陽町民協働レポートの導入
・書かない窓口の導入
・公共施設予約システムの導入時期
・久保田台地の発展
・中代団地の改修計画時期

その他の質問

　
　
無
償
化
の
財
源
と
し
て

ふ
る
さ
と
納
税
を
掲
げ
て
い

る
が
、
令
和
４
年
度
の
見
込

み
か
ら
言
っ
て
も
、
単
年
度

で
費
用
全
額
を
補
え
る
と
は

思
え
な
い
。
国
が
考
え
て
い

る
副
食
費
の
免
除
の
よ
う

に
、
世
帯
の
年
収
に
よ
り
無

償
化
し
て
い
く
等
の
ス
テ
ッ

プ
を
踏
ん
で
か
ら
全
体
的
な

無
償
化
を
実
現
す
る
方
法
も

考
え
ら
れ
る
が
、
無
償
化
は

段
階
的
も
し
く
は
当
初
か
ら

と
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
現
時
点
で
無
償
化
に
伴

う
財
源
を
全
額
確
保
す
る
の

は
困
難
な
状
況
だ
が
、
学
校

給
食
と
副
食
費
の
無
償
化
に

つ
い
て
は
、
公
約
と
し
て
掲

げ
て
い
る
８
つ
の
政
策
分
野

の
１
つ
目
に
記
載
を
し
て
お

り
、
未
来
へ
の
投
資
の
重
点

政
策
で
も
あ
る
た
め
、
給
食

費
の
１
部
を
補
助
し
て
い
く

な
ど
、
財
政
状
況
を
勘
案
し

な
が
ら
給
食
費
の
無
償
化
に

向
け
て
段
階
的
に
取
り
組

む
。

　
　
ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
る

財
源
確
保
に
つ
い
は
、
数
年

期
間
が
必
要
に
な
る
と
い
う

ふ
う
に
考
え
て
い
る
が
、
完

全
無
償
化
の
時
期
を
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
学
校
給
食
と
副
食
費
の

完
全
無
償
化
の
時
期
に
つ
い

て
は
、
財
政
状
況
を
勘
案
し

な
が
ら
任
期
中
に
は
実
現
を

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

西本 友春 議員

給食費・副食費の完全無償化の時期は
財政状況を勘案しながら任期中には実現したい

Q

A

西本 友春

廣瀨 英二

矢野 厚子

給食費・副食費の完全無償化の時期は 町の組織機構改革について

まちづくりは、何を基本として
進めていくのか

公共施設マネジメントは
包括委託からの提案

…P3

…P4

…P5

…P6

…P7

福島 知雄

甲斐 榮治

大久保 輝

肥後大津ルートへの変更は
町の消極さも一因では

学校給食における黙食は、
今後緩和するのか

中岡 敏博 通学路危険箇所の合同点検、
対策の進捗状況は

坂本 秀則 菊陽町都市計画マスタープランの
見直しはできないか

小林 久美子 給食費の無償化、来年度予算計上
できないか

…P4

…P5

…P6

…P7

一般質問は会議録に基づき、質問者本人が編集し、
議会広報特別委員会で校正し、掲載しています。

今回からQRコードで録画放送を
視聴できます。

町の将来を見据え、責
任と信頼で明日を耕す

上田　茂政

安全で安心して暮らせ
るまちをめざします

中岡　敏博

子ども政策・高齢者福
祉の充実と強化へ行動

福島　知雄

子育て支援の充実、高
齢者に安心の町政を

小林　久美子

町民の負託に応えるべ
く粉骨砕身行動する

岩下　和高

世界の菊陽にふさわし
い議会をめざします

甲斐　榮治

未来を見据え町政とまち
づくり事業を積極的に

佐藤　竜巳

国民負担を強いる前に
行財政改革で財源を！

渡辺　裕之

町・町民の利益に繋がる
政策提言を行っていく

坂本　秀則

愚直に　正直に、町の
発展に取り組みます

北山　正樹

誰もが暮らしやすい町
になる様、尽力します

佐々木理美子

弱い立場の人への支援
を拡大しやさしい町へ

那須　眞理子

安心して暮らせるまち
づくりに取り組みます

大久保　輝

住みやすく人に優しい
安全安心な菊陽町に！

西本　友春

山道を乗り越え明日に
必ずつながるこの道

矢野　厚子

諸課題解決に向けて前
へ‼

廣瀨　英二

今年の抱負2023年
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一般質問

町の考えを問う町の考えを問う

Q

Q

A

A

・ふるさと納税の必要な人材として地域
　おこし協力隊の活用を
・菊陽町民協働レポートの導入
・書かない窓口の導入
・公共施設予約システムの導入時期
・久保田台地の発展
・中代団地の改修計画時期

その他の質問

　
　
無
償
化
の
財
源
と
し
て

ふ
る
さ
と
納
税
を
掲
げ
て
い

る
が
、
令
和
４
年
度
の
見
込

み
か
ら
言
っ
て
も
、
単
年
度

で
費
用
全
額
を
補
え
る
と
は

思
え
な
い
。
国
が
考
え
て
い

る
副
食
費
の
免
除
の
よ
う

に
、
世
帯
の
年
収
に
よ
り
無

償
化
し
て
い
く
等
の
ス
テ
ッ

プ
を
踏
ん
で
か
ら
全
体
的
な

無
償
化
を
実
現
す
る
方
法
も

考
え
ら
れ
る
が
、
無
償
化
は

段
階
的
も
し
く
は
当
初
か
ら

と
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
現
時
点
で
無
償
化
に
伴

う
財
源
を
全
額
確
保
す
る
の

は
困
難
な
状
況
だ
が
、
学
校

給
食
と
副
食
費
の
無
償
化
に

つ
い
て
は
、
公
約
と
し
て
掲

げ
て
い
る
８
つ
の
政
策
分
野

の
１
つ
目
に
記
載
を
し
て
お

り
、
未
来
へ
の
投
資
の
重
点

政
策
で
も
あ
る
た
め
、
給
食

費
の
１
部
を
補
助
し
て
い
く

な
ど
、
財
政
状
況
を
勘
案
し

な
が
ら
給
食
費
の
無
償
化
に

向
け
て
段
階
的
に
取
り
組

む
。

　
　
ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
る

財
源
確
保
に
つ
い
は
、
数
年

期
間
が
必
要
に
な
る
と
い
う

ふ
う
に
考
え
て
い
る
が
、
完

全
無
償
化
の
時
期
を
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
学
校
給
食
と
副
食
費
の

完
全
無
償
化
の
時
期
に
つ
い

て
は
、
財
政
状
況
を
勘
案
し

な
が
ら
任
期
中
に
は
実
現
を

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

西本 友春 議員

給食費・副食費の完全無償化の時期は
財政状況を勘案しながら任期中には実現したい

Q

A

西本 友春

廣瀨 英二

矢野 厚子

給食費・副食費の完全無償化の時期は 町の組織機構改革について

まちづくりは、何を基本として
進めていくのか

公共施設マネジメントは
包括委託からの提案

…P3

…P4

…P5

…P6

…P7

福島 知雄

甲斐 榮治

大久保 輝

肥後大津ルートへの変更は
町の消極さも一因では

学校給食における黙食は、
今後緩和するのか

中岡 敏博 通学路危険箇所の合同点検、
対策の進捗状況は

坂本 秀則 菊陽町都市計画マスタープランの
見直しはできないか

小林 久美子 給食費の無償化、来年度予算計上
できないか

…P4

…P5

…P6

…P7

一般質問は会議録に基づき、質問者本人が編集し、
議会広報特別委員会で校正し、掲載しています。

今回からQRコードで録画放送を
視聴できます。
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福島 知雄 議員

廣瀨 英二 議員

町の組織機構改革について
効率的・効果的に業務を遂行する上で有効であると考える

Q

A

まちづくりは、何を基本として進めていくのか
総合計画等に新たな考えも取り入れながら進めていく

Q

A

Q

QA

A

Q

Q

A

A

◆総合体育館落成に伴うイベント
・こけら落としの町の考え方
・èスポーツ大会の考え方
◆町民センターの利活用
・日本語、中国語教室の充実
・デジタル社会への高齢者対策
◆町長の政策分野
・給食費の無償化等任期４年で実
施できるのか、費用、財源はど
うするのかを示せ

その他の質問

・副町長１人制を見直す
時期ではないか
・下原堀川線延伸道路整
備の取り組みは
・学校給食費の無償化

その他の質問

菊陽空港線

　
　
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
の
中

で
政
治
経
済
・
文
化
な
ど
多

様
な
行
政
課
題
の
対
応
強
化
、

効
果
的
・
機
能
的
な
業
務
体

制
を
図
る
上
で
組
織
機
構
改

革
は
重
要
で
あ
る
。
町
民
の

ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
に
は
、

現
在
の
職
員
数
で
は
不
足
し

て
い
る
。
ま
た
、
課
、
係
を

フ
ラ
ッ
ト
化
し
業
務
の
繁
閑

に
対
応
し
た
応
援
体
制
を
確

立
し
、
機
構
改
善
し
な
が
ら

横
断
的
に
課
ま
た
は
室
の
設

置
は
有
効
と
考
え
る
が
。

　
　組
織
機
構
改
革
や
、
課

題
に
応
じ
課
・
室
を
設
置
す

る
こ
と
は
、
効
率
的
・
効
果

的
に
業
務
を
遂
行
す
る
上
で
、

ま
た
す
ば
や
く
課
題
に
対
応

で
き
る
方
法
と
し
て
、
町
と

し
て
も
有
効
で
あ
る
と
考
え

る
。
必
要
に
応
じ
課
、
も
し

く
は
室
の
設
置
を
お
こ
な
う

な
ど
機
構
改
革
を
含
め
適
正

に
対
応
し
て
い
く
。
ま
た
、

職
員
の
増
員
に
つ
い
て
は
必

要
で
急
務
で
あ
る
。
町
長
の

政
策
提
言
集
に
も
掲
げ
て
い

る
行
政
改
革
の
推
進
、
職
員

の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
に

積
極
的
な
民
間
活
力
の
導
入

な
ど
業
務
の
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ

ン
グ
も
進
め
な
が
ら
効
率

的
・
効
果
的
な
職
員
体
制
の

構
築
に
努
め
る
。

　
　菊
陽
空
港
線
延
伸
道
路

整
備
計
画
は
、
当
初
の
計
画

か
ら
路
線
が
変
更
に
な
っ
て

い
る
。
議
会
に
説
明
も
な
く
、

関
係
住
民
の
方
々
も
困
惑
さ

れ
て
い
る
。

　
　事
業
を
進
め
て
行
く
時

点
で
説
明
不
足
で
あ
っ
た
。

重
く
受
け
止
め
て
い
る
。

　
　
町
の
将
来
像
を
実
現
す

る
た
め
に
総
合
計
画
・
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
な
ど
が
あ
る
が
、

新
町
長
は
８
つ
の
政
策
分
野

72
の
具
体
策
を
公
約
と
し
て

出
さ
れ
た
。
総
合
計
画
等
を

ど
の
よ
う
に
整
理
さ
れ
て
菊

陽
町
の
ま
ち
づ
く
り
の
計
画

と
さ
れ
る
の
か
。

　
　総
合
計
画
を
は
じ
め
、

い
ず
れ
の
計
画
も
町
政
の
課

題
を
踏
ま
え
、
町
民
ア
ン

ケ
ー
ト
や
住
民
説
明
会
等
の

手
続
き
を
経
て
策
定
さ
れ
た

重
要
な
計
画
で
あ
る
。
一
方

で
新
し
い
動
き
も
多
く
出
て

き
て
い
る
。
具
体
策
と
し
て

掲
げ
た
新
た
な
考
え
も
取
り

入
れ
な
が
ら
総
合
的
に
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
く
。

　
　
町
長
が
公
約
と
し
て
い

る
施
策
を
実
現
す
る
た
め
に

は
、
向
こ
う
４
年
間
の
財
政

指
数
を
示
す
必
要
が
あ
る
。

町
は
渋
滞
対
策
と
し
て
、
い

く
つ
も
の
道
路
等
の
大
型
事

業
を
控
え
て
い
る
。
そ
の
他

に
も
計
画
が
進
ん
で
い
る
大

き
な
事
業
が
い
く
つ
も
あ
る
。

町
長
の
考
え
を
問
う
。

　
　様
々
な
政
策
の
実
施
に

あ
た
っ
て
は
今
後
の
財
政
状

況
を
見
据
え
な
が
ら
進
め
て

い
く
必
要
が
あ
り
、
財
源
の

確
保
を
合
わ
せ
て
計
画
的
に

実
行
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

各
種
指
標
の
増
減
は
あ
る
も

の
の
、
今
後
の
財
政
状
況
は

健
全
な
状
態
が
維
持
で
き
る

と
考
え
て
い
る
。

甲斐 榮治 議員

矢野 厚子 議員

肥後大津ルートへの変更は町の消極さも一因では
残念であるが、決定については県の方針である

Q

A

公共施設マネジメントは包括委託からの提案
包括管理業務委託を複数の施設に広げて一括管理できるように

Q

A

QQ A

A

QQQ

Q

A AA

A

・町所有の土地の有効活用と
役場職員の駐車場
・町長の政策提言のスポーツ
施設の整備と新設
・町長の政策提言のPR大使の
任命と広報活動情報発信

その他の質問

三里木駅

豊肥線沿線

図書館

　
　
「
空
港
ア
ク
セ
ス
鉄
道

は
肥
後
大
津
駅
ル
ー
ト
」
と

の
県
知
事
の
表
明
を
、
町
は

ど
う
受
け
と
め
て
い
る
か
。

　
　
「
三
里
木
駅
ル
ー
ト
案

が
最
適
」
と
さ
れ
て
い
た
の

で
事
業
が
実
現
さ
れ
れ
ば
、

本
町
の
拠
点
性
が
格
段
に
髙

ま
り
、
町
の
将
来
の
発
展
に

つ
な
が
る
と
期
待
し
て
い
た

が
、
非
常
に
残
念
で
あ
る
。

　
　
最
大
の
受
益
者
で
あ
る

熊
本
市
か
ら
す
れ
ば
、
三
里

木
駅
ル
ー
ト
が
最
短
で
あ
る
。

県
民
運
動
公
園
と
県
免
許
セ

ン
タ
ー
へ
の
ア
ク
セ
ス
の
改

善
は
県
民
の
利
益
に
合
致
す

る
。
大
津
駅
ル
ー
ト
で
は
こ

れ
ら
を
満
足
で
き
な
い
。
旅

客
数
の
見
込
み
も
三
里
木
駅

ル―

ト
の
方
が
大
き
い
。
　

　
ま
た
、
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
進
出
と

肥
後
大
津
駅
分
岐
と
の
関
連

性
は
物
や
人
の
輸
送
に
お
い

て
見
出
し
難
い
。
当
初
困
難

と
さ
れ
た
60
メ
ー
ト
ル
の
高

低
差
の
克
服
も
説
明
さ
れ
て

い
な
い
。
し
か
し
、
空
港
ア

ク
セ
ス
鉄
道
の
舞
台
は
大
津

に
移
っ
て
し
ま
っ
た
。
菊
陽

町
の
積
極
性
の
無
さ
も
原
因

の
一
つ
だ
っ
た
と
思
う
が
。

　
　
町
と
し
て
も
有
益
な
計

画
と
認
識
し
て
い
た
が
、
県

の
事
業
で
あ
り
、
計
画
決
定

の
動
き
が
見
え
る
ま
で
は
誘

致
合
戦
に
な
る
事
態
は
避
け

た
か
っ
た
。

※

県
民
運
動
公
園
や
県
免
許

セ
ン
タ
ー
へ
の
ア
ク
セ
ス
と

交
通
混
雑
解
消
の
課
題
は

残
っ
た
ま
ま
で
あ
る
。

　
　
町
所
有
の
建
物
の
主
な

棟
数
は
ど
れ
だ
け
あ
る
の
か
。

　
　
役
場
庁
舎
・
小
中
学
校

や
町
民
セ
ン
タ
ー
公
営
住
宅

な
ど
82
施
設
で
あ
る
。

　
　
そ
の
保
守
点
検
や
維
持

管
理
は
ど
こ
で
行
う
の
か
。

　
　
軽
微
な
修
繕
に
つ
い
て

は
職
員
が
応
急
的
に
修
繕
を

行
な
い
、
検
討
の
上
必
要
で

あ
れ
ば
各
施
設
維
持
管
理
主

管
課
で
対
応
し
て
い
る
。

　
　
担
当
職
員
は
本
来
の
業

務
プ
ラ
ス
の
積
み
重
ね
で
か

な
り
の
時
間
に
な
っ
て
い
る

の
で
は
な
い
の
か
。
自
治
体

職
員
数
は
人
口
の
約
１
％
が

標
準
と
聞
い
て
い
る
が
。
現

在
の
職
員
数
は
何
人
か
。

　
　
正
職
員
２
５
０
人
。
会

計
年
度
任
用
職
員
２
７
５
人

で
あ
る
。

　
　
ネ
ッ
ト
上
の
情
報
で
職

員
の
有
休
消
化
率
は
17
・

８
％
で
あ
る
。
現
場
に
出
向

く
職
員
に
は
残
業
し
て
も
追

い
つ
か
な
い
。
そ
こ
で
公
民

連
携
に
よ
る
公
共
施
設
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
包
括
委
託
で
仕
事

の
仕
組
み
の
流
れ
を
変
え
て

公
務
員
で
な
く
て
も
で
き
る

仕
事
は
委
託
す
る
こ
と
を
提

案
す
る
。

　
　
包
括
管
理
業
務
委
託
す

る
こ
と
に
よ
り
、
施
設
の
各

種
点
検
等
が
同
一
ル
ー
ル
に

よ
り
実
施
で
き
、
施
設
の
品

質
の
標
準
化
が
図
れ
、
各
施

設
の
各
種
点
検
を
一
括
実
施

す
る
と
費
用
対
効
果
が
向
上

す
る
。
ま
た
人
口
の
増
加
に

伴
い
増
加
す
る
職
員
の
業
務

量
の
軽
減
を
図
る
こ
と
が
で

き
る
。
役
場
庁
舎
で
令
和
４

年
度
で
始
め
た
委
託
を
複
数

の
施
設
に
広
げ
一
括
管
理
で

き
る
よ
う
に
考
え
て
い
る
。
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福島 知雄 議員

廣瀨 英二 議員

町の組織機構改革について
効率的・効果的に業務を遂行する上で有効であると考える

Q

A

まちづくりは、何を基本として進めていくのか
総合計画等に新たな考えも取り入れながら進めていく

Q

A

Q

QA

A

Q

Q

A

A

◆総合体育館落成に伴うイベント
・こけら落としの町の考え方
・èスポーツ大会の考え方
◆町民センターの利活用
・日本語、中国語教室の充実
・デジタル社会への高齢者対策
◆町長の政策分野
・給食費の無償化等任期４年で実
施できるのか、費用、財源はど
うするのかを示せ

その他の質問

・副町長１人制を見直す
時期ではないか
・下原堀川線延伸道路整
備の取り組みは
・学校給食費の無償化

その他の質問

菊陽空港線

　
　
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
の
中

で
政
治
経
済
・
文
化
な
ど
多

様
な
行
政
課
題
の
対
応
強
化
、

効
果
的
・
機
能
的
な
業
務
体

制
を
図
る
上
で
組
織
機
構
改

革
は
重
要
で
あ
る
。
町
民
の

ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
に
は
、

現
在
の
職
員
数
で
は
不
足
し

て
い
る
。
ま
た
、
課
、
係
を

フ
ラ
ッ
ト
化
し
業
務
の
繁
閑

に
対
応
し
た
応
援
体
制
を
確

立
し
、
機
構
改
善
し
な
が
ら

横
断
的
に
課
ま
た
は
室
の
設

置
は
有
効
と
考
え
る
が
。

　
　組
織
機
構
改
革
や
、
課

題
に
応
じ
課
・
室
を
設
置
す

る
こ
と
は
、
効
率
的
・
効
果

的
に
業
務
を
遂
行
す
る
上
で
、

ま
た
す
ば
や
く
課
題
に
対
応

で
き
る
方
法
と
し
て
、
町
と

し
て
も
有
効
で
あ
る
と
考
え

る
。
必
要
に
応
じ
課
、
も
し

く
は
室
の
設
置
を
お
こ
な
う

な
ど
機
構
改
革
を
含
め
適
正

に
対
応
し
て
い
く
。
ま
た
、

職
員
の
増
員
に
つ
い
て
は
必

要
で
急
務
で
あ
る
。
町
長
の

政
策
提
言
集
に
も
掲
げ
て
い

る
行
政
改
革
の
推
進
、
職
員

の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
に

積
極
的
な
民
間
活
力
の
導
入

な
ど
業
務
の
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ

ン
グ
も
進
め
な
が
ら
効
率

的
・
効
果
的
な
職
員
体
制
の

構
築
に
努
め
る
。

　
　菊
陽
空
港
線
延
伸
道
路

整
備
計
画
は
、
当
初
の
計
画

か
ら
路
線
が
変
更
に
な
っ
て

い
る
。
議
会
に
説
明
も
な
く
、

関
係
住
民
の
方
々
も
困
惑
さ

れ
て
い
る
。

　
　事
業
を
進
め
て
行
く
時

点
で
説
明
不
足
で
あ
っ
た
。

重
く
受
け
止
め
て
い
る
。

　
　
町
の
将
来
像
を
実
現
す

る
た
め
に
総
合
計
画
・
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
な
ど
が
あ
る
が
、

新
町
長
は
８
つ
の
政
策
分
野

72
の
具
体
策
を
公
約
と
し
て

出
さ
れ
た
。
総
合
計
画
等
を

ど
の
よ
う
に
整
理
さ
れ
て
菊

陽
町
の
ま
ち
づ
く
り
の
計
画

と
さ
れ
る
の
か
。

　
　総
合
計
画
を
は
じ
め
、

い
ず
れ
の
計
画
も
町
政
の
課

題
を
踏
ま
え
、
町
民
ア
ン

ケ
ー
ト
や
住
民
説
明
会
等
の

手
続
き
を
経
て
策
定
さ
れ
た

重
要
な
計
画
で
あ
る
。
一
方

で
新
し
い
動
き
も
多
く
出
て

き
て
い
る
。
具
体
策
と
し
て

掲
げ
た
新
た
な
考
え
も
取
り

入
れ
な
が
ら
総
合
的
に
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
く
。

　
　
町
長
が
公
約
と
し
て
い

る
施
策
を
実
現
す
る
た
め
に

は
、
向
こ
う
４
年
間
の
財
政

指
数
を
示
す
必
要
が
あ
る
。

町
は
渋
滞
対
策
と
し
て
、
い

く
つ
も
の
道
路
等
の
大
型
事

業
を
控
え
て
い
る
。
そ
の
他

に
も
計
画
が
進
ん
で
い
る
大

き
な
事
業
が
い
く
つ
も
あ
る
。

町
長
の
考
え
を
問
う
。

　
　様
々
な
政
策
の
実
施
に

あ
た
っ
て
は
今
後
の
財
政
状

況
を
見
据
え
な
が
ら
進
め
て

い
く
必
要
が
あ
り
、
財
源
の

確
保
を
合
わ
せ
て
計
画
的
に

実
行
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

各
種
指
標
の
増
減
は
あ
る
も

の
の
、
今
後
の
財
政
状
況
は

健
全
な
状
態
が
維
持
で
き
る

と
考
え
て
い
る
。

甲斐 榮治 議員

矢野 厚子 議員

肥後大津ルートへの変更は町の消極さも一因では
残念であるが、決定については県の方針である

Q

A

公共施設マネジメントは包括委託からの提案
包括管理業務委託を複数の施設に広げて一括管理できるように

Q

A

QQ A

A

QQQ

Q

A AA

A

・町所有の土地の有効活用と
役場職員の駐車場
・町長の政策提言のスポーツ
施設の整備と新設
・町長の政策提言のPR大使の
任命と広報活動情報発信

その他の質問

三里木駅

豊肥線沿線

図書館

　
　
「
空
港
ア
ク
セ
ス
鉄
道

は
肥
後
大
津
駅
ル
ー
ト
」
と

の
県
知
事
の
表
明
を
、
町
は

ど
う
受
け
と
め
て
い
る
か
。

　
　
「
三
里
木
駅
ル
ー
ト
案

が
最
適
」
と
さ
れ
て
い
た
の

で
事
業
が
実
現
さ
れ
れ
ば
、

本
町
の
拠
点
性
が
格
段
に
髙

ま
り
、
町
の
将
来
の
発
展
に

つ
な
が
る
と
期
待
し
て
い
た

が
、
非
常
に
残
念
で
あ
る
。

　
　
最
大
の
受
益
者
で
あ
る

熊
本
市
か
ら
す
れ
ば
、
三
里

木
駅
ル
ー
ト
が
最
短
で
あ
る
。

県
民
運
動
公
園
と
県
免
許
セ

ン
タ
ー
へ
の
ア
ク
セ
ス
の
改

善
は
県
民
の
利
益
に
合
致
す

る
。
大
津
駅
ル
ー
ト
で
は
こ

れ
ら
を
満
足
で
き
な
い
。
旅

客
数
の
見
込
み
も
三
里
木
駅

ル―

ト
の
方
が
大
き
い
。
　

　
ま
た
、
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
進
出
と

肥
後
大
津
駅
分
岐
と
の
関
連

性
は
物
や
人
の
輸
送
に
お
い

て
見
出
し
難
い
。
当
初
困
難

と
さ
れ
た
60
メ
ー
ト
ル
の
高

低
差
の
克
服
も
説
明
さ
れ
て

い
な
い
。
し
か
し
、
空
港
ア

ク
セ
ス
鉄
道
の
舞
台
は
大
津

に
移
っ
て
し
ま
っ
た
。
菊
陽

町
の
積
極
性
の
無
さ
も
原
因

の
一
つ
だ
っ
た
と
思
う
が
。

　
　
町
と
し
て
も
有
益
な
計

画
と
認
識
し
て
い
た
が
、
県

の
事
業
で
あ
り
、
計
画
決
定

の
動
き
が
見
え
る
ま
で
は
誘

致
合
戦
に
な
る
事
態
は
避
け

た
か
っ
た
。
※

県
民
運
動
公
園
や
県
免
許

セ
ン
タ
ー
へ
の
ア
ク
セ
ス
と

交
通
混
雑
解
消
の
課
題
は

残
っ
た
ま
ま
で
あ
る
。

　
　
町
所
有
の
建
物
の
主
な

棟
数
は
ど
れ
だ
け
あ
る
の
か
。

　
　
役
場
庁
舎
・
小
中
学
校

や
町
民
セ
ン
タ
ー
公
営
住
宅

な
ど
82
施
設
で
あ
る
。

　
　
そ
の
保
守
点
検
や
維
持

管
理
は
ど
こ
で
行
う
の
か
。

　
　
軽
微
な
修
繕
に
つ
い
て

は
職
員
が
応
急
的
に
修
繕
を

行
な
い
、
検
討
の
上
必
要
で

あ
れ
ば
各
施
設
維
持
管
理
主

管
課
で
対
応
し
て
い
る
。

　
　
担
当
職
員
は
本
来
の
業

務
プ
ラ
ス
の
積
み
重
ね
で
か

な
り
の
時
間
に
な
っ
て
い
る

の
で
は
な
い
の
か
。
自
治
体

職
員
数
は
人
口
の
約
１
％
が

標
準
と
聞
い
て
い
る
が
。
現

在
の
職
員
数
は
何
人
か
。

　
　
正
職
員
２
５
０
人
。
会

計
年
度
任
用
職
員
２
７
５
人

で
あ
る
。

　
　
ネ
ッ
ト
上
の
情
報
で
職

員
の
有
休
消
化
率
は
17
・

８
％
で
あ
る
。
現
場
に
出
向

く
職
員
に
は
残
業
し
て
も
追

い
つ
か
な
い
。
そ
こ
で
公
民

連
携
に
よ
る
公
共
施
設
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
包
括
委
託
で
仕
事

の
仕
組
み
の
流
れ
を
変
え
て

公
務
員
で
な
く
て
も
で
き
る

仕
事
は
委
託
す
る
こ
と
を
提

案
す
る
。

　
　
包
括
管
理
業
務
委
託
す

る
こ
と
に
よ
り
、
施
設
の
各

種
点
検
等
が
同
一
ル
ー
ル
に

よ
り
実
施
で
き
、
施
設
の
品

質
の
標
準
化
が
図
れ
、
各
施

設
の
各
種
点
検
を
一
括
実
施

す
る
と
費
用
対
効
果
が
向
上

す
る
。
ま
た
人
口
の
増
加
に

伴
い
増
加
す
る
職
員
の
業
務

量
の
軽
減
を
図
る
こ
と
が
で

き
る
。
役
場
庁
舎
で
令
和
４

年
度
で
始
め
た
委
託
を
複
数

の
施
設
に
広
げ
一
括
管
理
で

き
る
よ
う
に
考
え
て
い
る
。
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大久保 輝 議員

中岡 敏博 議員

学校給食における黙食は、今後緩和するのか
今後の状況を踏まえながら、黙食を緩和する方向で対応していきたい

Q

A

通学路危険箇所の合同点検、対策の進捗状況は
スピード感をもって取り組み、結果を公表している

Q

A

Q

Q

A

A

Q

Q Q

Q AA

AA

・スクールパトロール事業
・ICT教育の成果と課題は
・国民保護計画の見直し、変更

その他の質問

・町民サービスの向上
・パートナーシップ制度
・町広報のありかた

その他の質問

通学路合同点検の様子

役場本館

　
　
こ
れ
か
ら
も
人
口
の
増

加
が
見
込
ま
れ
、
町
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
、
職
員
の
職
場

環
境
の
改
善
と
い
う
観
点
か

ら
も
、
庁
舎
に
つ
い
て
考
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
期
と

考
え
る
。
昨
年
度
、
庁
舎
の

増
改
築
に
つ
い
て
の
計
画
が

示
さ
れ
た
が
、
町
長
は
こ
の

計
画
に
基
づ
い
て
進
め
て
い

く
の
か
。

　
　
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｍ
の
工
場
立
地

な
ど
に
伴
い
、
大
幅
な
人
口

増
な
ど
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、

現
在
の
方
針
で
適
正
な
の
か

改
め
て
検
討
す
る
必
要
が
あ

る
。
そ
の
た
め
、
現
在
の
計

画
を
一
旦
中
断
し
、
改
め
て

庁
舎
の
建
て
替
え
を
含
め
た

検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

 

　
11
月
29
日
の
文
部
科
学

省
の
事
務
連
絡
に
よ
る
と
、

黙
食
に
つ
い
て
は
削
除
さ
れ

て
い
る
が
、
そ
の
前
に
ワ
ク

チ
ン
接
種
に
向
け
た
呼
び
か

け
等
を
お
こ
な
っ
て
い
く
と

あ
る
。
今
後
学
校
に
お
い
て

子
ど
も
た
ち
へ
の
ワ
ク
チ
ン

接
種
促
進
を
呼
び
か
け
て
い

く
の
か
。

　
　
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い

て
は
、
学
校
側
か
ら
家
族
や

子
ど
も
た
ち
に
接
種
を
促
す

よ
う
な
こ
と
は
な
い
。

　
　
今
年
度
も
炎
天
下
で
多

く
の
関
係
者
が
参
加
し
実
施

し
た
合
同
点
検
を
高
く
評
価

す
る
。
そ
の
後
の
対
策
内
容
、

結
果
の
公
表
は
。

　
　
７
月
末
か
ら
半
日
ず
つ

５
日
間
、
約
20
人
で
55
か
所

を
点
検
し
た
。
要
対
策
箇
所

は
、
関
係
部
署
で
年
度
内
の

完
了
を
め
ざ
す
。
点
検
結
果

は
、
関
係
機
関
、
学
校
、
地

元
の
区
長
な
ど
と
情
報
を
共

有
し
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
。

　
　
通
学
路
以
外
の
危
険
な

道
路
の
対
策
、
効
果
測
定
や

検
証
を
し
て
い
る
の
か
。

　
　
定
期
的
な
パ
ト
ロ
ー
ル

や
地
域
住
民
か
ら
の
連
絡
で

対
応
、
合
同
点
検
も
実
施
す

る
。
検
証
等
は
し
て
い
な
い
。

　
　
過
去
に
も
取
り
上
げ
提

案
し
た
ゾ
ー
ン
30
の
効
果
検

証
、
調
査
や
研
究
は
。

　
　
ゾ
ー
ン
30
は
、
本
町
の

に
じ
の
森
地
区
で
規
制
し
て

い
る
。
今
後
、
警
察
と
連
携

し
て
検
証
し
て
い
き
た
い
。

　
　
Ｈ
30
年
に
光
の
森
交
番

が
で
き
た
が
、
本
町
の
状
況

に
あ
わ
せ
、
警
察
へ
の
協
力

支
援
を
お
こ
な
い
、
新
た
な

交
番
の
設
置
要
望
は
で
き
な

い
か
。

　
　
企
業
の
進
出
、
住
宅
開

発
等
で
人
口
も
増
加
し
て
い

る
。
犯
罪
・
交
通
事
故
か
ら

町
民
を
守
り
、
く
ら
し
を
保

障
す
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。

　
情
熱
と
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

を
も
っ
て
、
継
続
的
に
要
望

し
駐
在
所
か
ら
交
番
に
な
る

よ
う
努
め
成
し
遂
げ
た
い
。

小林 久美子 議員

坂本 秀則 議員

給食費の無償化、来年度予算計上できないか
給食無償化の財源は、ふるさと納税を考えているが、検討したい

Q

A

菊陽町都市計画マスタープランの見直しはできないか
町発展のため、必要であれば計画の再考も検討する

Q

A

Q

QA A

Q

Q Q

Q AA

AA

・第三原水工業団整備計画と早期着工
・総合体育館オープンに向けて準備室の
役割とタイムスケジュール
・使用・利用範囲と料金等及びオープ
ニングイベント等の考え
・施設運営の方法

その他の質問

・企業進出による交通渋滞

その他の質問

総合体育館完成予想図

　
　
�
本
町
長
の
選
挙
公
約

で
あ
る
給
食
費
の
無
償
化
に

つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
に
進

め
て
い
く
の
か
。
現
在
、
全

国
で
２
５
６
自
治
体
が
無
償

化
を
実
施
。
小
学
校
の
み
あ

る
い
は
中
学
校
の
み
実
施
の

自
治
体
も
あ
る
。
一
部
補
助

や
期
間
限
定
の
自
治
体
も
あ

り
、
物
価
高
の
今
す
ぐ
対
応

し
て
ほ
し
い
。
菊
陽
町
で
は
、

小
中
の
無
償
化
に
年
間
約
２

億
３
千
万
円
、
保
育
所
の
お

か
ず
代
約
６
千
万
円
の
計
約

３
億
円
で
実
施
で
き
る
。
�

本
町
長
は
、
ふ
る
さ
と
納
税

を
財
源
に
考
え
て
い
る
と
の

答
弁
だ
が
、
不
安
定
な
財
源

で
な
く
、
交
付
金
な
ど
を
活

用
し
て
来
年
度
予
算
に
計
上

で
き
な
い
か
。

　
　
給
食
の
無
償
化
に
つ
い

て
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
を
財

源
と
し
て
考
え
て
い
る
が
、

議
員
の
意
見
も
、
議
論
の
対

象
に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
い
う
思
い
で
あ
る
。

 

　
制
服
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
レ

ス
化
を
め
ざ
し
て
、
昨
年
の

議
会
で
も
取
り
上
げ
た
が
、

中
学
校
の
制
服
に
ス
ラ
ッ
ク

ス
を
導
入
で
き
な
い
か
。

　
　
学
校
が
決
め
て
い
く
こ

と
に
な
る
が
、
２
校
（
菊
陽

中
学
校
・
武
蔵
ヶ
丘
中
学

校
）
合
同
検
討
委
員
会
で
制

服
の
見
直
し
の
検
討
を
し
て

お
り
、
令
和
６
年
度
を
目
途

に
導
入
に
向
け
て
進
め
て
い

き
た
い
。

　
　
下
水
道
利
用
が
急
激
に

増
加
す
る
と
見
込
ま
れ
る
が
、

今
後
の
計
画
及
び
対
応
策
は

あ
る
の
か
。

　
　
事
業
経
営
戦
略
と
の
整

合
を
図
り
、
排
水
量
と
の
計

画
が
具
体
化
さ
れ
た
ら
速
や

か
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
、

関
係
機
関
と
協
議
し
て
い
く
。

　
　
原
水
駅
か
ら
原
水
工
業

団
地
ま
で
鉄
路
や
新
交
通
シ

ス
テ
ム
の
設
置
並
び
通
勤
バ

ス
や
自
転
車
及
び
歩
行
者
の

専
用
道
路
の
設
置
を
す
る
べ

き
で
は
な
い
か
。

　
　
鉄
路
や
新
交
通
シ
ス
テ

ム
の
導
入
は
、
様
々
な
課
題

が
あ
り
現
時
点
で
は
、
事
業

に
取
り
組
む
こ
と
は
考
え
て

な
い
。
自
転
車
及
び
歩
行
者

等
の
専
用
道
路
の
設
置
は
方

策
の
一
つ
と
し
て
検
討
し
て

い
く
。

　
　
県
営
野
球
場
誘
致
活
動

を
積
極
的
に
で
き
な
い
か
。

　
　
町
立
の
硬
式
野
球
も
可

能
な
新
球
場
の
整
備
に
つ
い

て
検
討
す
る
。
県
営
野
球
場

移
転
に
つ
い
て
は
、
県
の
意

向
を
調
べ
て
行
動
す
る
。

　
　
中
学
校
部
活
動
の
社
会

体
育
へ
移
行
の
プ
ロ
セ
ス
と

町
の
関
わ
り
と
役
目
は
。

　
　
町
で
は
検
討
委
員
会
を

立
ち
上
げ
令
和
７
年
度
末
ま

で
を
め
ど
に
推
進
計
画
を
策

定
し
、
具
体
的
な
地
域
移
行

に
向
け
て
取
組
を
進
め
て
い

く
。

　
今
後
の
国
及
び
県
の
動
向

を
注
視
し
て
、
し
っ
か
り
と

準
備
を
進
め
て
い
く
。
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大久保 輝 議員

中岡 敏博 議員

学校給食における黙食は、今後緩和するのか
今後の状況を踏まえながら、黙食を緩和する方向で対応していきたい

Q

A

通学路危険箇所の合同点検、対策の進捗状況は
スピード感をもって取り組み、結果を公表している

Q

A

Q

Q

A

A

Q

Q Q

Q AA

AA

・スクールパトロール事業
・ICT教育の成果と課題は
・国民保護計画の見直し、変更

その他の質問

・町民サービスの向上
・パートナーシップ制度
・町広報のありかた

その他の質問

通学路合同点検の様子

役場本館

　
　
こ
れ
か
ら
も
人
口
の
増

加
が
見
込
ま
れ
、
町
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
、
職
員
の
職
場

環
境
の
改
善
と
い
う
観
点
か

ら
も
、
庁
舎
に
つ
い
て
考
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
期
と

考
え
る
。
昨
年
度
、
庁
舎
の

増
改
築
に
つ
い
て
の
計
画
が

示
さ
れ
た
が
、
町
長
は
こ
の

計
画
に
基
づ
い
て
進
め
て
い

く
の
か
。

　
　
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｍ
の
工
場
立
地

な
ど
に
伴
い
、
大
幅
な
人
口

増
な
ど
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、

現
在
の
方
針
で
適
正
な
の
か

改
め
て
検
討
す
る
必
要
が
あ

る
。
そ
の
た
め
、
現
在
の
計

画
を
一
旦
中
断
し
、
改
め
て

庁
舎
の
建
て
替
え
を
含
め
た

検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

 

　
11
月
29
日
の
文
部
科
学

省
の
事
務
連
絡
に
よ
る
と
、

黙
食
に
つ
い
て
は
削
除
さ
れ

て
い
る
が
、
そ
の
前
に
ワ
ク

チ
ン
接
種
に
向
け
た
呼
び
か

け
等
を
お
こ
な
っ
て
い
く
と

あ
る
。
今
後
学
校
に
お
い
て

子
ど
も
た
ち
へ
の
ワ
ク
チ
ン

接
種
促
進
を
呼
び
か
け
て
い

く
の
か
。

　
　
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い

て
は
、
学
校
側
か
ら
家
族
や

子
ど
も
た
ち
に
接
種
を
促
す

よ
う
な
こ
と
は
な
い
。

　
　
今
年
度
も
炎
天
下
で
多

く
の
関
係
者
が
参
加
し
実
施

し
た
合
同
点
検
を
高
く
評
価

す
る
。
そ
の
後
の
対
策
内
容
、

結
果
の
公
表
は
。

　
　
７
月
末
か
ら
半
日
ず
つ

５
日
間
、
約
20
人
で
55
か
所

を
点
検
し
た
。
要
対
策
箇
所

は
、
関
係
部
署
で
年
度
内
の

完
了
を
め
ざ
す
。
点
検
結
果

は
、
関
係
機
関
、
学
校
、
地

元
の
区
長
な
ど
と
情
報
を
共

有
し
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
。

　
　
通
学
路
以
外
の
危
険
な

道
路
の
対
策
、
効
果
測
定
や

検
証
を
し
て
い
る
の
か
。

　
　
定
期
的
な
パ
ト
ロ
ー
ル

や
地
域
住
民
か
ら
の
連
絡
で

対
応
、
合
同
点
検
も
実
施
す

る
。
検
証
等
は
し
て
い
な
い
。

　
　
過
去
に
も
取
り
上
げ
提

案
し
た
ゾ
ー
ン
30
の
効
果
検

証
、
調
査
や
研
究
は
。

　
　
ゾ
ー
ン
30
は
、
本
町
の

に
じ
の
森
地
区
で
規
制
し
て

い
る
。
今
後
、
警
察
と
連
携

し
て
検
証
し
て
い
き
た
い
。

　
　
Ｈ
30
年
に
光
の
森
交
番

が
で
き
た
が
、
本
町
の
状
況

に
あ
わ
せ
、
警
察
へ
の
協
力

支
援
を
お
こ
な
い
、
新
た
な

交
番
の
設
置
要
望
は
で
き
な

い
か
。

　
　
企
業
の
進
出
、
住
宅
開

発
等
で
人
口
も
増
加
し
て
い

る
。
犯
罪
・
交
通
事
故
か
ら

町
民
を
守
り
、
く
ら
し
を
保

障
す
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。

　
情
熱
と
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

を
も
っ
て
、
継
続
的
に
要
望

し
駐
在
所
か
ら
交
番
に
な
る

よ
う
努
め
成
し
遂
げ
た
い
。

小林 久美子 議員

坂本 秀則 議員

給食費の無償化、来年度予算計上できないか
給食無償化の財源は、ふるさと納税を考えているが、検討したい

Q

A

菊陽町都市計画マスタープランの見直しはできないか
町発展のため、必要であれば計画の再考も検討する

Q

A

Q

QA A

Q

Q Q

Q AA

AA

・第三原水工業団整備計画と早期着工
・総合体育館オープンに向けて準備室の
役割とタイムスケジュール
・使用・利用範囲と料金等及びオープ
ニングイベント等の考え
・施設運営の方法

その他の質問

・企業進出による交通渋滞

その他の質問

総合体育館完成予想図

　
　
�
本
町
長
の
選
挙
公
約

で
あ
る
給
食
費
の
無
償
化
に

つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
に
進

め
て
い
く
の
か
。
現
在
、
全

国
で
２
５
６
自
治
体
が
無
償

化
を
実
施
。
小
学
校
の
み
あ

る
い
は
中
学
校
の
み
実
施
の

自
治
体
も
あ
る
。
一
部
補
助

や
期
間
限
定
の
自
治
体
も
あ

り
、
物
価
高
の
今
す
ぐ
対
応

し
て
ほ
し
い
。
菊
陽
町
で
は
、

小
中
の
無
償
化
に
年
間
約
２

億
３
千
万
円
、
保
育
所
の
お

か
ず
代
約
６
千
万
円
の
計
約

３
億
円
で
実
施
で
き
る
。
�

本
町
長
は
、
ふ
る
さ
と
納
税

を
財
源
に
考
え
て
い
る
と
の

答
弁
だ
が
、
不
安
定
な
財
源

で
な
く
、
交
付
金
な
ど
を
活

用
し
て
来
年
度
予
算
に
計
上

で
き
な
い
か
。

　
　
給
食
の
無
償
化
に
つ
い

て
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
を
財

源
と
し
て
考
え
て
い
る
が
、

議
員
の
意
見
も
、
議
論
の
対

象
に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
い
う
思
い
で
あ
る
。

 

　
制
服
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
レ

ス
化
を
め
ざ
し
て
、
昨
年
の

議
会
で
も
取
り
上
げ
た
が
、

中
学
校
の
制
服
に
ス
ラ
ッ
ク

ス
を
導
入
で
き
な
い
か
。

　
　
学
校
が
決
め
て
い
く
こ

と
に
な
る
が
、
２
校
（
菊
陽

中
学
校
・
武
蔵
ヶ
丘
中
学

校
）
合
同
検
討
委
員
会
で
制

服
の
見
直
し
の
検
討
を
し
て

お
り
、
令
和
６
年
度
を
目
途

に
導
入
に
向
け
て
進
め
て
い

き
た
い
。

　
　
下
水
道
利
用
が
急
激
に

増
加
す
る
と
見
込
ま
れ
る
が
、

今
後
の
計
画
及
び
対
応
策
は

あ
る
の
か
。

　
　
事
業
経
営
戦
略
と
の
整

合
を
図
り
、
排
水
量
と
の
計

画
が
具
体
化
さ
れ
た
ら
速
や

か
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
、

関
係
機
関
と
協
議
し
て
い
く
。

　
　
原
水
駅
か
ら
原
水
工
業

団
地
ま
で
鉄
路
や
新
交
通
シ

ス
テ
ム
の
設
置
並
び
通
勤
バ

ス
や
自
転
車
及
び
歩
行
者
の

専
用
道
路
の
設
置
を
す
る
べ

き
で
は
な
い
か
。

　
　
鉄
路
や
新
交
通
シ
ス
テ

ム
の
導
入
は
、
様
々
な
課
題

が
あ
り
現
時
点
で
は
、
事
業

に
取
り
組
む
こ
と
は
考
え
て

な
い
。
自
転
車
及
び
歩
行
者

等
の
専
用
道
路
の
設
置
は
方

策
の
一
つ
と
し
て
検
討
し
て

い
く
。

　
　
県
営
野
球
場
誘
致
活
動

を
積
極
的
に
で
き
な
い
か
。

　
　
町
立
の
硬
式
野
球
も
可

能
な
新
球
場
の
整
備
に
つ
い

て
検
討
す
る
。
県
営
野
球
場

移
転
に
つ
い
て
は
、
県
の
意

向
を
調
べ
て
行
動
す
る
。

　
　
中
学
校
部
活
動
の
社
会

体
育
へ
移
行
の
プ
ロ
セ
ス
と

町
の
関
わ
り
と
役
目
は
。

　
　
町
で
は
検
討
委
員
会
を

立
ち
上
げ
令
和
７
年
度
末
ま

で
を
め
ど
に
推
進
計
画
を
策

定
し
、
具
体
的
な
地
域
移
行

に
向
け
て
取
組
を
進
め
て
い

く
。

　
今
後
の
国
及
び
県
の
動
向

を
注
視
し
て
、
し
っ
か
り
と

準
備
を
進
め
て
い
く
。
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議案番号等
結  

果
表決数 廣

　
瀨

矢

　
野

大
久
保

欠

　
員

西

　
本

那

　
須

佐
々
木

中

　
岡

北

　
山

坂
本
秀

渡

　
辺

佐

　
藤

甲

　
斐

岩

　
下

小

　
林

福

　
島賛成 反対

議案第59号 可決 14-1 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第60号 可決 14-1 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

発議第10号 可決 14-1 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

発議第11号 可決 14-1 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
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発議第14号 可決 9-2 棄 〇 〇 〇 棄 棄 〇 〇 〇 ● 除 〇 ● 〇 〇

○は賛成　　●は反対　　棄は棄権　　除は除斥　　欠は欠席　　早は早退

　結果は、可決・否決・同意・適任・採択・不採択・承認・認定・継続審査　※報告は採決がないため削除

内
容

ＱＡ

内
容

内
容

内
容

内
容

ＱＡ

ＱＡ

ＱＡ ＱＡ

ＱＱ ＡＡ 議
案
第
60
号

地
方
公
務
員
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う

関
係
条
例
の
整
備
に
関
す
る
条
例
の
制
定

《
反
対
討
論
》

　
議
案
第
59
号
と
同
趣
旨
で
反
対
。

議
案
第
61
号

令
和
４
年
度
菊
陽
町
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）

　
　
　
歳
出
予
算
に
不
足
額
が
生
じ
、
状
況
の
変
化
等
に

よ
り
支
出
す
べ
き
事
案
が
発
生
し
た
た
め
。

　
　「
省
エ
ネ
家
電
製
品
購
入
促
進
補
助
金
」
の
中
で
電
子

申
請
と
紙
申
請
の
場
合
、
電
子
申
請
の
方
が
補
助
金
が
高
い
。

そ
の
違
い
は
。

　
　
国
が
全
国
民
へ
の
普
及
を
目
指
し
て
い
る
。
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
利
用
活
用
を
促
す
施
策
を
実
施
す
る
た

め
に
、
電
子
申
請
の
設
定
を
高
く
し
て
い
る
。

　
　
ふ
る
さ
と
納
税
の
報
奨
金
は
通
常
３
割
で
あ
る
が
、

高
い
金
額
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
委
託
料
は
１
割
で
済

む
の
か
。

　
　
返
礼
品
は
３
割
以
内
、
業
務
委
託
料
は
８
％
で
設
定

し
て
い
る
が
、
歳
入
を
若
干
低
く
見
て
い
る
た
め
。

　
　
定
住
促
進
補
助
金
が
９
４
０
万
円
計
上
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
内
容
は
。

　
　
菊
陽
南
小
校
区
内
の
分
で
申
請
件
数
が
増
え
て
い
る

た
め
。

発
議
第
10
号

菊
陽
町
議
会
会
議
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
の
制
定

　
　 

　「
標
準
」
町
村
議
会
会
議
規
則
と
の
整
合
性
を
図

る
も
の
。

　
　「
自
己
の
意
見
」
か
ら
「
自
己
主
張
」
へ
の
変
更
の
考

え
方
は
。

　
　
質
疑
に
対
し
て
個
々
の
意
見
が
出
る
の
を
許
容
す
る

も
の
。
議
員
が
意
見
を
言
い
や
す
く
す
る
た
め
に
主
張
に

絞
っ
た
。

　
　
１
０
２
条
の
全
文
削
除
に
つ
い
て
は
議
員
が
襟
を
正

す
こ
と
に
つ
い
て
達
成
済
み
と
い
う
判
断
か
。

　
　
議
員
と
し
て
の
当
然
の
モ
ラ
ル
で
、
協
議
の
結
果
、

掲
載
の
必
要
は
な
い
と
の
判
断
で
削
除
し
た
。

《
反
対
討
論
》

　
条
文
に
は
、
入
れ
ざ
る
を
得
な
い
事
実
が
あ
っ
た
。
現

在
で
も
議
会
が
襟
を
正
す
と
こ
ろ
ま
で
は
至
っ
て
い
な
い
。

時
期
尚
早
で
あ
る
。

発
議
第
11
号

菊
陽
町
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

　
　
　 「
標
準
」
町
村
議
会
委
員
会
条
例
と
の
整
合
性
を

図
る
も
の
。

「
酒
気
な
ど
を
帯
び
て
委
員
会
に
出
席
し
よ
う
と
す
る
委
員

が
あ
る
と
き
は
、
委
員
長
は
当
該
委
員
に
退
出
を
命
じ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。」
こ
れ
ら
を
全
文
削
除
す
る
も
の
。

　
　
全
文
削
除
す
れ
ば
、
委
員
長
と
し
て
は
何
も
し
な
く

て
も
い
い
こ
と
に
な
る
。

　
　
議
員
と
し
て
当
然
の
モ
ラ
ル
で
あ
り
、
中
立
公
正
で

協
議
を
し
た
。
毅
然
と
し
て
職
務
の
権
限
者
、
議
長
な
ど
が

対
応
す
れ
ば
よ
い
。

《
反
対
討
論
》

　
発
議
第
10
号
と
同
趣
旨
で
反
対
。

発
議
第
12
号

菊
陽
町
議
会
議
員
政
治
倫
理
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定

　
　
　
地
方
自
治
法
と
の
整
合
性
を
図
る
も
の
。

発
議
第
13
号

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
へ
の
助
成
並
び
に
定
期
接
種
化
を
求
め

る
意
見
書
（
案
）

　
　
　
帯
状
疱
疹
の
発
症
予
防
の
た
め
、
助
成
制
度
の
創
設

や
定
期
接
種
化
を
求
め
る
も
の
。

　
　
現
在
分
か
っ
て
い
る
有
効
性
と
定
期
接
種
す
る
こ
と
へ

の
治
験
が
行
わ
れ
て
い
る
の
か
、
治
験
の
結
果
と
し
て
リ
ス

ク
や
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
の
比
較
が
ど
の
よ
う
に
さ
れ
て
い
る
か
。

　
　
予
防
接
種
の
定
期
接
種
の
効
果
は
生
ワ
ク
チ
ン
で
８
年

か
ら
10
年
、
不
活
化
ワ
ク
チ
ン
が
８
年
以
降
で
84
％
、
副
反

応
に
つ
い
て
は
生
ワ
ク
チ
ン
で
１
％
か
ら
５
％
、
不
活
化
ワ

ク
チ
ン
約
10
％
で
あ
る
。

令和４年第４回菊陽町議会定例会

◇承認第６号　専決処分の承認を求めること（令和４年度菊陽町一般会計補正予算（第４号））
◇報告第11号　専決処分の報告（損害賠償の額の決定及び和解）
◇報告第12号　専決処分の報告（損害賠償の額の決定及び和解）
◇議案第59号　菊陽町職員の定年等に関する条例の一部を改正する条例の制定
◇議案第60号　地方公務員法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整備に関する条例の制定
◇議案第61号　令和４年度菊陽町一般会計補正予算（第５号）
◇議案第62号　令和４年度菊陽町土地取得特別会計補正予算（第１号）
◇議案第63号　令和４年度菊陽町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）
◇議案第64号　令和４年度菊陽町介護保険特別会計補正予算（第２号）
◇議案第65号　令和４年度菊陽町下水道事業会計補正予算（第２号）
◇議案第66号　工事請負契約の締結（菊陽町役場駐車場整備工事）
◇議案第67号　工事請負契約の締結（（仮称）原水駅北口バス転回広場整備工事）
◇議案第68号　公の施設の他の団体の利用に関する協定の一部変更
◇議案第69号　熊本県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の数の減少及び規約の一部変更
◇議案第70号　町道路線の認定
◇同意第５号　菊陽町固定資産評価審査委員会委員の選任
◇同意第６号　菊陽町固定資産評価審査委員会委員の選任
◇諮問第１号　人権擁護委員候補者の推薦
◇諮問第２号　人権擁護委員候補者の推薦
◇諮問第３号　人権擁護委員候補者の推薦
◇発議第10号　菊陽町議会会議規則の一部を改正する規則の制定
◇発議第11号　菊陽町議会委員会条例の一部を改正する条例の制定
◇発議第12号　菊陽町議会議員政治倫理条例の一部を改正する条例の制定
◇発議第13号　帯状疱疹ワクチンへの助成並びに定期接種化を求める意見書（案）
◇発議第14号　佐藤竜巳議員に対する辞職勧告決議（案）

内
容

ＱＡＱＡ 議
案
第
59
号

菊
陽
町
職
員
の
定
年
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

制
定

　
　
　
職
員
の
定
年
を
60
歳
か
ら
65

歳
に
改
め
る
も
の
で
、
令
和
５
年
度

か
ら
２
年
ご
と
に
１
歳
ず
つ
段
階
的

に
引
き
引
き
上
げ
、
令
和
13
年
度
か

ら
全
員
が
65
歳
定
年
と
な
る
。

　
　
延
長
す
る
こ
と
に
よ
る
人
件

費
及
び
若
者
の
任
用
へ
の
影
響
は
。

　
　
１
人
当
た
り
60
万
円
ほ
ど
多

く
な
る
が
、
人
数
的
に
は
少
な
い

年
代
で
あ
り
、
今
後
６
年
間
は
定

年
延
長
に
よ
る
人
件
費
の
影
響
は

少
な
い
。
新
規
採
用
は
こ
れ
ま
で

ど
お
り
お
こ
な
う
。 

　
　
菊
陽
町
の
人
口
は
今
後
ピ
ー

ク
を
迎
え
る
。
行
政
コ
ス
ト
を
下

げ
て
職
員
数
の
定
数
を
ど
う
す
る

の
か
に
つ
い
て
は
検
討
が
必
要
で

は
な
い
か
。

　
　
菊
陽
町
の
職
員
数
は
、
若
干

少
な
い
。
人
口
増
と
な
れ
ば
職
員

数
の
見
直
し
も
必
要
。
今
後
は
Ｄ

Ｘ
を
推
進
し
、
効
率
化
も
検
討
し

て
い
く
。

《
反
対
討
論
》

　
条
例
に
関
し
て
純
粋
に
菊
陽
町

の
職
務
遂
行
能
力
の
向
上
に
資
す

る
と
は
思
え
な
い
。

　12月定例会に上程された案件は承認１件、報告２件、議案12件、同意２件、諮問３件、発議５
件であった。令和４年度一般会計補正予算等など慎重に審議された。会期は12月２日～13日迄の
12日間。

付議事件
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議案番号等
結  

果
表決数 廣

　
瀨

矢

　
野

大
久
保

欠

　
員

西

　
本

那

　
須

佐
々
木

中

　
岡

北

　
山

坂
本
秀

渡

　
辺

佐

　
藤

甲

　
斐

岩

　
下

小

　
林

福

　
島賛成 反対

議案第59号 可決 14-1 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第60号 可決 14-1 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

発議第10号 可決 14-1 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

発議第11号 可決 14-1 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

発議第12号 可決 14-1 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

発議第14号 可決 9-2 棄 〇 〇 〇 棄 棄 〇 〇 〇 ● 除 〇 ● 〇 〇

○は賛成　　●は反対　　棄は棄権　　除は除斥　　欠は欠席　　早は早退

　結果は、可決・否決・同意・適任・採択・不採択・承認・認定・継続審査　※報告は採決がないため削除

内
容

ＱＡ

内
容

内
容

内
容

内
容

ＱＡ

ＱＡ

ＱＡ ＱＡ

ＱＱ ＡＡ 議
案
第
60
号

地
方
公
務
員
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う

関
係
条
例
の
整
備
に
関
す
る
条
例
の
制
定

《
反
対
討
論
》

　
議
案
第
59
号
と
同
趣
旨
で
反
対
。

議
案
第
61
号

令
和
４
年
度
菊
陽
町
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）

　
　
　
歳
出
予
算
に
不
足
額
が
生
じ
、
状
況
の
変
化
等
に

よ
り
支
出
す
べ
き
事
案
が
発
生
し
た
た
め
。

　
　「
省
エ
ネ
家
電
製
品
購
入
促
進
補
助
金
」
の
中
で
電
子

申
請
と
紙
申
請
の
場
合
、
電
子
申
請
の
方
が
補
助
金
が
高
い
。

そ
の
違
い
は
。

　
　
国
が
全
国
民
へ
の
普
及
を
目
指
し
て
い
る
。
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
利
用
活
用
を
促
す
施
策
を
実
施
す
る
た

め
に
、
電
子
申
請
の
設
定
を
高
く
し
て
い
る
。

　
　
ふ
る
さ
と
納
税
の
報
奨
金
は
通
常
３
割
で
あ
る
が
、

高
い
金
額
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
委
託
料
は
１
割
で
済

む
の
か
。

　
　
返
礼
品
は
３
割
以
内
、
業
務
委
託
料
は
８
％
で
設
定

し
て
い
る
が
、
歳
入
を
若
干
低
く
見
て
い
る
た
め
。

　
　
定
住
促
進
補
助
金
が
９
４
０
万
円
計
上
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
内
容
は
。

　
　
菊
陽
南
小
校
区
内
の
分
で
申
請
件
数
が
増
え
て
い
る

た
め
。

発
議
第
10
号

菊
陽
町
議
会
会
議
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
の
制
定

　
　 

　「
標
準
」
町
村
議
会
会
議
規
則
と
の
整
合
性
を
図

る
も
の
。

　
　「
自
己
の
意
見
」
か
ら
「
自
己
主
張
」
へ
の
変
更
の
考

え
方
は
。

　
　
質
疑
に
対
し
て
個
々
の
意
見
が
出
る
の
を
許
容
す
る

も
の
。
議
員
が
意
見
を
言
い
や
す
く
す
る
た
め
に
主
張
に

絞
っ
た
。

　
　
１
０
２
条
の
全
文
削
除
に
つ
い
て
は
議
員
が
襟
を
正

す
こ
と
に
つ
い
て
達
成
済
み
と
い
う
判
断
か
。

　
　
議
員
と
し
て
の
当
然
の
モ
ラ
ル
で
、
協
議
の
結
果
、

掲
載
の
必
要
は
な
い
と
の
判
断
で
削
除
し
た
。

《
反
対
討
論
》

　
条
文
に
は
、
入
れ
ざ
る
を
得
な
い
事
実
が
あ
っ
た
。
現

在
で
も
議
会
が
襟
を
正
す
と
こ
ろ
ま
で
は
至
っ
て
い
な
い
。

時
期
尚
早
で
あ
る
。

発
議
第
11
号

菊
陽
町
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

　
　
　 「
標
準
」
町
村
議
会
委
員
会
条
例
と
の
整
合
性
を

図
る
も
の
。

「
酒
気
な
ど
を
帯
び
て
委
員
会
に
出
席
し
よ
う
と
す
る
委
員

が
あ
る
と
き
は
、
委
員
長
は
当
該
委
員
に
退
出
を
命
じ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。」
こ
れ
ら
を
全
文
削
除
す
る
も
の
。

　
　
全
文
削
除
す
れ
ば
、
委
員
長
と
し
て
は
何
も
し
な
く

て
も
い
い
こ
と
に
な
る
。

　
　
議
員
と
し
て
当
然
の
モ
ラ
ル
で
あ
り
、
中
立
公
正
で

協
議
を
し
た
。
毅
然
と
し
て
職
務
の
権
限
者
、
議
長
な
ど
が

対
応
す
れ
ば
よ
い
。

《
反
対
討
論
》

　
発
議
第
10
号
と
同
趣
旨
で
反
対
。

発
議
第
12
号

菊
陽
町
議
会
議
員
政
治
倫
理
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定

　
　
　
地
方
自
治
法
と
の
整
合
性
を
図
る
も
の
。

発
議
第
13
号

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
へ
の
助
成
並
び
に
定
期
接
種
化
を
求
め

る
意
見
書
（
案
）

　
　
　
帯
状
疱
疹
の
発
症
予
防
の
た
め
、
助
成
制
度
の
創
設

や
定
期
接
種
化
を
求
め
る
も
の
。

　
　
現
在
分
か
っ
て
い
る
有
効
性
と
定
期
接
種
す
る
こ
と
へ

の
治
験
が
行
わ
れ
て
い
る
の
か
、
治
験
の
結
果
と
し
て
リ
ス

ク
や
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
の
比
較
が
ど
の
よ
う
に
さ
れ
て
い
る
か
。

　
　
予
防
接
種
の
定
期
接
種
の
効
果
は
生
ワ
ク
チ
ン
で
８
年

か
ら
10
年
、
不
活
化
ワ
ク
チ
ン
が
８
年
以
降
で
84
％
、
副
反

応
に
つ
い
て
は
生
ワ
ク
チ
ン
で
１
％
か
ら
５
％
、
不
活
化
ワ

ク
チ
ン
約
10
％
で
あ
る
。

令和４年第４回菊陽町議会定例会

◇承認第６号　専決処分の承認を求めること（令和４年度菊陽町一般会計補正予算（第４号））
◇報告第11号　専決処分の報告（損害賠償の額の決定及び和解）
◇報告第12号　専決処分の報告（損害賠償の額の決定及び和解）
◇議案第59号　菊陽町職員の定年等に関する条例の一部を改正する条例の制定
◇議案第60号　地方公務員法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整備に関する条例の制定
◇議案第61号　令和４年度菊陽町一般会計補正予算（第５号）
◇議案第62号　令和４年度菊陽町土地取得特別会計補正予算（第１号）
◇議案第63号　令和４年度菊陽町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）
◇議案第64号　令和４年度菊陽町介護保険特別会計補正予算（第２号）
◇議案第65号　令和４年度菊陽町下水道事業会計補正予算（第２号）
◇議案第66号　工事請負契約の締結（菊陽町役場駐車場整備工事）
◇議案第67号　工事請負契約の締結（（仮称）原水駅北口バス転回広場整備工事）
◇議案第68号　公の施設の他の団体の利用に関する協定の一部変更
◇議案第69号　熊本県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の数の減少及び規約の一部変更
◇議案第70号　町道路線の認定
◇同意第５号　菊陽町固定資産評価審査委員会委員の選任
◇同意第６号　菊陽町固定資産評価審査委員会委員の選任
◇諮問第１号　人権擁護委員候補者の推薦
◇諮問第２号　人権擁護委員候補者の推薦
◇諮問第３号　人権擁護委員候補者の推薦
◇発議第10号　菊陽町議会会議規則の一部を改正する規則の制定
◇発議第11号　菊陽町議会委員会条例の一部を改正する条例の制定
◇発議第12号　菊陽町議会議員政治倫理条例の一部を改正する条例の制定
◇発議第13号　帯状疱疹ワクチンへの助成並びに定期接種化を求める意見書（案）
◇発議第14号　佐藤竜巳議員に対する辞職勧告決議（案）

内
容

ＱＡＱＡ 議
案
第
59
号

菊
陽
町
職
員
の
定
年
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

制
定

　
　
　
職
員
の
定
年
を
60
歳
か
ら
65

歳
に
改
め
る
も
の
で
、
令
和
５
年
度

か
ら
２
年
ご
と
に
１
歳
ず
つ
段
階
的

に
引
き
引
き
上
げ
、
令
和
13
年
度
か

ら
全
員
が
65
歳
定
年
と
な
る
。

　
　
延
長
す
る
こ
と
に
よ
る
人
件

費
及
び
若
者
の
任
用
へ
の
影
響
は
。

　
　
１
人
当
た
り
60
万
円
ほ
ど
多

く
な
る
が
、
人
数
的
に
は
少
な
い

年
代
で
あ
り
、
今
後
６
年
間
は
定

年
延
長
に
よ
る
人
件
費
の
影
響
は

少
な
い
。
新
規
採
用
は
こ
れ
ま
で

ど
お
り
お
こ
な
う
。 

　
　
菊
陽
町
の
人
口
は
今
後
ピ
ー

ク
を
迎
え
る
。
行
政
コ
ス
ト
を
下

げ
て
職
員
数
の
定
数
を
ど
う
す
る

の
か
に
つ
い
て
は
検
討
が
必
要
で

は
な
い
か
。

　
　
菊
陽
町
の
職
員
数
は
、
若
干

少
な
い
。
人
口
増
と
な
れ
ば
職
員

数
の
見
直
し
も
必
要
。
今
後
は
Ｄ

Ｘ
を
推
進
し
、
効
率
化
も
検
討
し

て
い
く
。

《
反
対
討
論
》

　
条
例
に
関
し
て
純
粋
に
菊
陽
町

の
職
務
遂
行
能
力
の
向
上
に
資
す

る
と
は
思
え
な
い
。

　12月定例会に上程された案件は承認１件、報告２件、議案12件、同意２件、諮問３件、発議５
件であった。令和４年度一般会計補正予算等など慎重に審議された。会期は12月２日～13日迄の
12日間。
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Ｑ

ＱＱＱ

Ａ

ＡＡＡＡ

ＱＱ Ａ

佐藤竜巳議員に対する辞職勧告決議（案）賛成多数で可決

　佐藤竜巳議員は、県道４車線化等をめぐる佐藤竜巳議員の行為に関する百条調査特別委員会調査結果の答申
書（令和４年11月25日答申）が示すとおり、議会制民主主義にとってたいせつな手順を損なったばかりか、菊
陽町議会議員政治倫理条例に違反する行為をおこなった。しかも、その行為の適否を判断する菊陽町議会の百
条調査特別委員会において、たびたび虚偽の証言をなした。さらにその証言の虚偽があきらかにされても、誠
実な反省の態度は見受けられず、政治倫理条例の精神さえ理解せぬ態度が見受けられた。
　菊陽町は、今、世界的企業の進出が進行中であり、全国的注目を浴びる一方、様々の利権も生まれやすい状
況にある。このような時にあたり、町の行政に携わる者は一層の倫理水準の高さを求められ、とりわけ、不
整・不正が起こらぬよう、自らを律する自律の力を必要とされている。
　佐藤竜巳議員の行為は、町民の期待を裏切り、議会の信頼をなくす行為である。よって、本町議会は佐藤竜
巳議員に猛省を促すとともに、議員としての責任を取り、辞職することを勧告する。

〔提案理由〕

　　　　　　　菊陽町議会議員政治倫理条例第５条第２項
第２号：議員が定期的に報酬（顧問料、住宅、車両その他の便宜供与を含む。）を受けている企業
第３号：議員がその経営方針に関与している企業

〔条例の抜粋〕

　
　
議
会
は
佐
藤
議
員
に
対
し
て
何

ら
か
の
処
置
を
講
ず
る
べ
き
で
あ
る

と
あ
る
が
、
こ
れ
が
今
回
の
発
議
第

14
号
辞
職
勧
告
に
値
す
る
と
理
解
し

て
よ
い
か
。

　
　
議
長
に
答
申
案
を
出
し
た
。

議
長
か
ら
何
ら
か
の
判
断
が
あ
る
と

思
っ
て
い
た
が
、
何
も
な
か
っ
た
。

議
会
と
し
て
は
一
定
の
こ
と
は
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
一
環
と
し

て
提
案
し
た
。

　
　
委
員
会
の
答
申
が
出
た
後
に
議

会
運
営
委
員
会
な
り
で
私
た
ち
議
員

に
報
告
が
全
く
な
く
、
当
然
議
論
も

で
き
ず
、
協
議
も
で
き
て
な
い
状
態
。

そ
の
中
で
い
き
な
り
辞
職
勧
告
決
議

（
案
）
を
提
出
す
る
の
は
、
手
順
が

違
う
の
で
は
な
い
か
。

　
　
全
員
協
議
会
の
招
集
は
議
長
の

権
限
で
あ
る
。
招
集
さ
れ
れ
ば
委
員

長
と
し
て
説
明
を
す
る
が
、
何
も
な

か
っ
た
。

　
　
11
月
25
日
に
報
告
書
が
出
さ
れ
、

私
た
ち
に
報
告
が
あ
っ
た
の
は
12
月

２
日
の
金
曜
日
。
３
、
４
、
土
日
、

提
案
さ
れ
た
の
が
５
日
。
議
会
に
報

告
が
あ
っ
て
そ
れ
か
ら
で
あ
る
。
し

か
し
、
そ
の
手
順
を
踏
ま
ず
、
当
該

議
員
の
弁
明
の
機
会
も
与
え
な
い
。

辞
職
勧
告
あ
り
き
で
は
な
い
の
か
。

　
　
報
告
書
が
議
長
に
渡
っ
た
時
点

で
委
員
会
は
解
消
。
後
は
議
長
権
限

で
あ
る
。

　
　
12
月
２
日
に
議
員
に
上
程
、
そ

し
て
土
日
、
５
日
に
出
す
必
要
は
な

い
。
議
長
も
こ
れ
を
受
け
て
当
該
議

員
を
呼
ん
で
話
を
聞
く
、
そ
れ
で
厳

重
処
分
な
り
、
議
運
に
諮
る
、
全
員

協
議
会
に
諮
っ
て
本
人
の
弁
明
も
含

め
て
本
日
に
至
る
こ
と
が
、
大
切
な

手
順
で
あ
る
。

　
　
２
日
に
発
表
し
て
か
ら
今
日
ま

で
十
分
期
間
は
あ
っ
た
。
何
か
不
審

な
こ
と
が
あ
れ
ば
、
同
僚
議
員
で
す

か
ら
私
に
聞
い
て
も
ら
え
ば
答
え
た
。

　
　
政
治
倫
理
条
例
に
違
反
と
い
う

こ
と
で
あ
る
が
、
明
確
な
違
反
を
具

体
的
に
説
明
し
て
ほ
し
い
。

　
　
熊
本
市
内
の
会
社
は
、
令
和
元

年
10
月
に
本
町
か
ら
事
業
の
落
札
を

し
て
い
る
。
佐
藤
議
員
が
議
員
と
し

て
在
職
し
て
い
た
期
間
に
相
当
す
る
。

議
員
と
し
て
権
限
も
持
っ
て
い
る
と

き
に
こ
の
会
社
も
応
札
を
し
て
落
札

を
し
た
こ
と
が
一
番
重
い
。

　
　
辞
職
勧
告
に
つ
い
て
は
百
条
委

員
会
の
総
意
な
の
か
。

　
　
百
条
委
員
会
で
何
か
や
る
こ
と

を
決
め
る
こ
と
は
違
反
で
あ
り
、
で

き
な
い
が
、
皆
さ
ん
の
意
向
は
聞
い

た
。
辞
職
を
勧
告
す
る
厳
し
い
態
度

を
取
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
の
意

見
を
踏
ま
え
た
。

《
反
対
討
論
》

　
地
方
自
治
法
で
百
条
調
査
権
と

は
、
普
通
地
方
交
付
団
体
の
議
会
が

政
策
決
定
機
関
と
し
て
、
ま
た
執
行

機
関
の
違
反
監
視
機
関
と
し
て
の
議

会
の
機
能
を
十
分
に
果
た
す
た
め
、

自
主
的
活
動
を
保
証
し
よ
う
と
す
る

趣
旨
の
下
に
与
え
ら
れ
た
権
限
で
あ

る
と
さ
れ
て
い
る
。
報
告
が
あ
っ
た

内
容
は
、
業
者
と
同
行
す
る
な
ど
不

適
切
な
行
動
は
認
め
る
。
し
か
し
、

反
省
、改
善
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

そ
の
中
で
、
警
察
の
検
挙
や
行
政
処

分
な
ど
明
ら
か
な
過
失
が
な
い
現
状

下
で
議
員
辞
職
勧
告
を
す
る
ま
で
の

行
為
で
は
な
い
。

　
な
お
、
今
後
に
お
い
て
本
町
議
会

の
議
決
は
、
個
人
の
政
治
信
条
、
思

想
、
信
仰
等
を
保
障
し
、
議
員
と
し

て
の
活
動
や
言
動
を
制
限
さ
せ
る
よ

う
な
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

発議第14号

議案番号等
結  

果
表決数 廣

　
瀨

矢

　
野

大
久
保

西

　
本

那

　
須

佐
々
木

中

　
岡

北

　
山

坂
本
秀

渡

　
辺

佐

　
藤

甲

　
斐

岩

　
下

小

　
林

福

　
島賛成 反対

議案第59号 可決 14-1 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第60号 可決 14-1 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

発議第10号 可決 14-1 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

発議第11号 可決 14-1 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

発議第12号 可決 14-1 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

発議第14号 可決 9-2 棄 〇 〇 〇 棄 棄 〇 〇 〇 ● 除 〇 ● 〇 〇

○は賛成　　●は反対　　棄は棄権　　除は除斥　　欠は欠席　　早は早退

　※議長は議事進行のため賛否表明はしません。
　※賛否の分かれた議案のみ掲載しています。

■議員の賛否を公開します

令和４年第２回菊陽町議会臨時会

◇報告第７号　専決処分の報告（損害賠償の額の決定及び和解)
◇議案第38号　工事請負契約の締結（菊陽町役場車庫・倉庫整備工事)
◇議案第39号　工事請負契約の締結（下戸橋橋梁補修補修工事)
◇議案第40号　工事請負契約の締結（杉並木線横断歩道橋製作工事及び杉並木線横断歩道橋輸送架設工事)

　　　　　　　 光の森駅前の町道杉並木線交差点の横断歩道は、朝夕の通勤通学時間帯に横断歩道を渡る歩行者が多く、
　　　　　　渋滞が発生し交通事故も多発している状況であり、歩行者の安全確保と駅周辺の渋滞緩和を図るため、横
　　　　　　 断歩道橋を整備するもの。

 （主な質疑内容)
　　　　　　　Q横断歩道橋に自転車通行帯は設けないのか。
　　　　　　　Ａ本町で駐輪場の整備をしているが自転車通行帯は設けない。
　　　　　　　Q入札の件で、10社中７社が棄権をしている理由は。
　　　　　　　Ａ全国的に事業を展開している会社の10社であるが、技術者の確保など困難との理由で辞退。

◇議案第41号　工事請負契約の締結（杉並木線横断歩道橋屋根高欄工事)
　　　　　　　本体部分となる床、桁、橋脚などを組み立てる仮設工事の完了後、屋根、高欄及び照明施設などを整備

　　　　　　するもの。
 （主な質疑内容)
　　　　　　　Q株式会社イズミからの受益者負担はないのか。
　　　　　　　Ａイズミの寄付行為に関することなので、内容は承知していない。
　　　　　　　Q朝夕の渋滞対策が大きな理由とはいえ、何らかの協力をイズミから得た方がよいのでは。
　　　　　　　Ａイズミからは固定資産税を含めて他の税収等がある。お客さまで賑わうことによる税収も期待でき
　　　　　　　　る。また、寄付行為になるので執拗に言えない。最終的な判断はイズミということになる。

　　　　　　　※上記議案４件については賛成多数で可決　　※報告は採決がない

　８月臨時会に上程された案件は、報告１件、議案４件であった。

※議会だよりNo.113号に掲載予定でしたが、紙面構成上今回の掲載となりました。
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Ｑ

ＱＱＱ

Ａ

ＡＡＡＡ

ＱＱ Ａ

佐藤竜巳議員に対する辞職勧告決議（案）賛成多数で可決

　佐藤竜巳議員は、県道４車線化等をめぐる佐藤竜巳議員の行為に関する百条調査特別委員会調査結果の答申
書（令和４年11月25日答申）が示すとおり、議会制民主主義にとってたいせつな手順を損なったばかりか、菊
陽町議会議員政治倫理条例に違反する行為をおこなった。しかも、その行為の適否を判断する菊陽町議会の百
条調査特別委員会において、たびたび虚偽の証言をなした。さらにその証言の虚偽があきらかにされても、誠
実な反省の態度は見受けられず、政治倫理条例の精神さえ理解せぬ態度が見受けられた。
　菊陽町は、今、世界的企業の進出が進行中であり、全国的注目を浴びる一方、様々の利権も生まれやすい状
況にある。このような時にあたり、町の行政に携わる者は一層の倫理水準の高さを求められ、とりわけ、不
整・不正が起こらぬよう、自らを律する自律の力を必要とされている。
　佐藤竜巳議員の行為は、町民の期待を裏切り、議会の信頼をなくす行為である。よって、本町議会は佐藤竜
巳議員に猛省を促すとともに、議員としての責任を取り、辞職することを勧告する。

〔提案理由〕

　　　　　　　菊陽町議会議員政治倫理条例第５条第２項
第２号：議員が定期的に報酬（顧問料、住宅、車両その他の便宜供与を含む。）を受けている企業
第３号：議員がその経営方針に関与している企業

〔条例の抜粋〕

　
　
議
会
は
佐
藤
議
員
に
対
し
て
何

ら
か
の
処
置
を
講
ず
る
べ
き
で
あ
る

と
あ
る
が
、
こ
れ
が
今
回
の
発
議
第

14
号
辞
職
勧
告
に
値
す
る
と
理
解
し

て
よ
い
か
。

　
　
議
長
に
答
申
案
を
出
し
た
。

議
長
か
ら
何
ら
か
の
判
断
が
あ
る
と

思
っ
て
い
た
が
、
何
も
な
か
っ
た
。

議
会
と
し
て
は
一
定
の
こ
と
は
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
一
環
と
し

て
提
案
し
た
。

　
　
委
員
会
の
答
申
が
出
た
後
に
議

会
運
営
委
員
会
な
り
で
私
た
ち
議
員

に
報
告
が
全
く
な
く
、
当
然
議
論
も

で
き
ず
、
協
議
も
で
き
て
な
い
状
態
。

そ
の
中
で
い
き
な
り
辞
職
勧
告
決
議

（
案
）
を
提
出
す
る
の
は
、
手
順
が

違
う
の
で
は
な
い
か
。

　
　
全
員
協
議
会
の
招
集
は
議
長
の

権
限
で
あ
る
。
招
集
さ
れ
れ
ば
委
員

長
と
し
て
説
明
を
す
る
が
、
何
も
な

か
っ
た
。

　
　
11
月
25
日
に
報
告
書
が
出
さ
れ
、

私
た
ち
に
報
告
が
あ
っ
た
の
は
12
月

２
日
の
金
曜
日
。
３
、
４
、
土
日
、

提
案
さ
れ
た
の
が
５
日
。
議
会
に
報

告
が
あ
っ
て
そ
れ
か
ら
で
あ
る
。
し

か
し
、
そ
の
手
順
を
踏
ま
ず
、
当
該

議
員
の
弁
明
の
機
会
も
与
え
な
い
。

辞
職
勧
告
あ
り
き
で
は
な
い
の
か
。

　
　
報
告
書
が
議
長
に
渡
っ
た
時
点

で
委
員
会
は
解
消
。
後
は
議
長
権
限

で
あ
る
。

　
　
12
月
２
日
に
議
員
に
上
程
、
そ

し
て
土
日
、
５
日
に
出
す
必
要
は
な

い
。
議
長
も
こ
れ
を
受
け
て
当
該
議

員
を
呼
ん
で
話
を
聞
く
、
そ
れ
で
厳

重
処
分
な
り
、
議
運
に
諮
る
、
全
員

協
議
会
に
諮
っ
て
本
人
の
弁
明
も
含

め
て
本
日
に
至
る
こ
と
が
、
大
切
な

手
順
で
あ
る
。

　
　
２
日
に
発
表
し
て
か
ら
今
日
ま

で
十
分
期
間
は
あ
っ
た
。
何
か
不
審

な
こ
と
が
あ
れ
ば
、
同
僚
議
員
で
す

か
ら
私
に
聞
い
て
も
ら
え
ば
答
え
た
。

　
　
政
治
倫
理
条
例
に
違
反
と
い
う

こ
と
で
あ
る
が
、
明
確
な
違
反
を
具

体
的
に
説
明
し
て
ほ
し
い
。

　
　
熊
本
市
内
の
会
社
は
、
令
和
元

年
10
月
に
本
町
か
ら
事
業
の
落
札
を

し
て
い
る
。
佐
藤
議
員
が
議
員
と
し

て
在
職
し
て
い
た
期
間
に
相
当
す
る
。

議
員
と
し
て
権
限
も
持
っ
て
い
る
と

き
に
こ
の
会
社
も
応
札
を
し
て
落
札

を
し
た
こ
と
が
一
番
重
い
。

　
　
辞
職
勧
告
に
つ
い
て
は
百
条
委

員
会
の
総
意
な
の
か
。

　
　
百
条
委
員
会
で
何
か
や
る
こ
と

を
決
め
る
こ
と
は
違
反
で
あ
り
、
で

き
な
い
が
、
皆
さ
ん
の
意
向
は
聞
い

た
。
辞
職
を
勧
告
す
る
厳
し
い
態
度

を
取
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
の
意

見
を
踏
ま
え
た
。

《
反
対
討
論
》

　
地
方
自
治
法
で
百
条
調
査
権
と

は
、
普
通
地
方
交
付
団
体
の
議
会
が

政
策
決
定
機
関
と
し
て
、
ま
た
執
行

機
関
の
違
反
監
視
機
関
と
し
て
の
議

会
の
機
能
を
十
分
に
果
た
す
た
め
、

自
主
的
活
動
を
保
証
し
よ
う
と
す
る

趣
旨
の
下
に
与
え
ら
れ
た
権
限
で
あ

る
と
さ
れ
て
い
る
。
報
告
が
あ
っ
た

内
容
は
、
業
者
と
同
行
す
る
な
ど
不

適
切
な
行
動
は
認
め
る
。
し
か
し
、

反
省
、改
善
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

そ
の
中
で
、
警
察
の
検
挙
や
行
政
処

分
な
ど
明
ら
か
な
過
失
が
な
い
現
状

下
で
議
員
辞
職
勧
告
を
す
る
ま
で
の

行
為
で
は
な
い
。

　
な
お
、
今
後
に
お
い
て
本
町
議
会

の
議
決
は
、
個
人
の
政
治
信
条
、
思

想
、
信
仰
等
を
保
障
し
、
議
員
と
し

て
の
活
動
や
言
動
を
制
限
さ
せ
る
よ

う
な
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

発議第14号

議案番号等
結  

果
表決数 廣

　
瀨

矢

　
野

大
久
保

西

　
本

那

　
須

佐
々
木

中

　
岡

北

　
山

坂
本
秀

渡

　
辺

佐

　
藤

甲

　
斐

岩

　
下

小

　
林

福

　
島賛成 反対

議案第59号 可決 14-1 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第60号 可決 14-1 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

発議第10号 可決 14-1 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

発議第11号 可決 14-1 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

発議第12号 可決 14-1 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

発議第14号 可決 9-2 棄 〇 〇 〇 棄 棄 〇 〇 〇 ● 除 〇 ● 〇 〇

○は賛成　　●は反対　　棄は棄権　　除は除斥　　欠は欠席　　早は早退

　※議長は議事進行のため賛否表明はしません。
　※賛否の分かれた議案のみ掲載しています。

■議員の賛否を公開します

令和４年第２回菊陽町議会臨時会

◇報告第７号　専決処分の報告（損害賠償の額の決定及び和解)
◇議案第38号　工事請負契約の締結（菊陽町役場車庫・倉庫整備工事)
◇議案第39号　工事請負契約の締結（下戸橋橋梁補修補修工事)
◇議案第40号　工事請負契約の締結（杉並木線横断歩道橋製作工事及び杉並木線横断歩道橋輸送架設工事)

　　　　　　　 光の森駅前の町道杉並木線交差点の横断歩道は、朝夕の通勤通学時間帯に横断歩道を渡る歩行者が多く、
　　　　　　渋滞が発生し交通事故も多発している状況であり、歩行者の安全確保と駅周辺の渋滞緩和を図るため、横
　　　　　　 断歩道橋を整備するもの。

 （主な質疑内容)
　　　　　　　Q横断歩道橋に自転車通行帯は設けないのか。
　　　　　　　Ａ本町で駐輪場の整備をしているが自転車通行帯は設けない。
　　　　　　　Q入札の件で、10社中７社が棄権をしている理由は。
　　　　　　　Ａ全国的に事業を展開している会社の10社であるが、技術者の確保など困難との理由で辞退。

◇議案第41号　工事請負契約の締結（杉並木線横断歩道橋屋根高欄工事)
　　　　　　　本体部分となる床、桁、橋脚などを組み立てる仮設工事の完了後、屋根、高欄及び照明施設などを整備

　　　　　　するもの。
 （主な質疑内容)
　　　　　　　Q株式会社イズミからの受益者負担はないのか。
　　　　　　　Ａイズミの寄付行為に関することなので、内容は承知していない。
　　　　　　　Q朝夕の渋滞対策が大きな理由とはいえ、何らかの協力をイズミから得た方がよいのでは。
　　　　　　　Ａイズミからは固定資産税を含めて他の税収等がある。お客さまで賑わうことによる税収も期待でき
　　　　　　　　る。また、寄付行為になるので執拗に言えない。最終的な判断はイズミということになる。

　　　　　　　※上記議案４件については賛成多数で可決　　※報告は採決がない

　８月臨時会に上程された案件は、報告１件、議案４件であった。

※議会だよりNo.113号に掲載予定でしたが、紙面構成上今回の掲載となりました。

付議事件
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産
業
建
設
常
任
委
員
会

委
員
長
：
西
本
友
春

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

委
員
長
：
坂
本
秀
則

常 任 委 員 会 研 修 報 告

新鮮で多彩な商品棚

那須野ヶ原土地改良区連合

高崎アリーナ

【
日
程
】
11
月
９
日
〜
11
日

【
群
馬
県
高
崎
市
高
崎
ア
リ
ー
ナ
】

　
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ
は
、
冷
暖
房
完
備
最
大

収
容
可
能
人
数
６
，
０
１
５
人
、
サ
ブ
ア

リ
ー
ナ
は
、
観
覧
席
１
０
０
席
、
柔
・
剣
道

場
、
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
場
、
多
目
的

室
、
会
議
室
、
選
手
の
休
憩
・
飲
食
の
ス
ペ
ー

ス
、
大
勢
の
観
客
が
く
つ
ろ
げ
る
ホ
ワ
イ
ト

空
間
、
イ
ベ
ン
ト
時
に
グ
ッ
ズ
販
売
な
ど
が

で
き
、
市
民
の
交
流
・
賑
わ
い
が
生
ま
れ
る

空
間
と
し
て
、
シ
ビ
ッ
ク
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
も

併
設
。
施
設
運
営
は
、
オ
ー
プ
ン
以
前
か
ら

ス
ポ
ー
ツ
等
の
施
設
運
営
や
指
導
を
行
っ
て

い
る
高
崎
財
団
と
指
定
管
理
者
制
度
で
、
５

年
契
約
年
２
億
円
で
行
わ
れ
て
お
り
、
休
館

日
は
年
末
年
始
の
３
日
間
だ
け
で
、
稼
働
率

は
年
間
90
％
。
国
際
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を
始

め
、
コ
ン
サ
ー
ト
、
国
内
外
の
国
際
大
会
前

の
合
宿
等
で
利
用
さ
れ
て
い
る
。
周
辺
施
設

よ
り
、
利
用
料
金
が
格
安
の
た
め
予
約
が
殺

到
し
て
お
り
、
２
年
前
か
ら
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

管
理
を
行
っ
て
い
て
、
イ
ベ
ン
ト
等
は
多
数

断
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
っ
た
。
印
象
的
だ
っ
た

の
が
、
財
団
の
職
員
が
ア
リ
ー
ナ
の
床
を
磨

き
、
さ
さ
く
れ
の
あ
る
床
の
部
分
を
彫
刻
刀

で
丁
寧
に
修
復
し
て
い
る
姿
で
あ
っ
た
。

オ
ー
プ
ン
か
ら
６
年
が
経
っ
て
い
る
が
、
と

て
も
き
れ
い
で
清
潔
で
あ
っ
た
。
本
町
総
合

体
育
館
も
来
年
10
月
に
オ
ー
プ
ン
予
定
で
あ

る
が
、
短
い
準
備
期
間
ソ
フ
ト
面
ハ
ー
ド
面

及
び
ス
タ
ッ
フ
の
教
育
等
１
分
１
秒
も
無
駄

に
で
き
な
い
と
痛
感
し
た
。

【
那
須
野
ヶ
原
土
地
改
良
区
連
合
】
　
　
　

①
那
須
野
ヶ
原
の
中
央
部
は
水
が
溜
ま
ら
な

い
ロ
ー
ム
層
の
た
め
に
不
毛
の
地
と
言
わ
れ
、

そ
れ
を
解
消
す
る
た
め
に
明
治
時
代
の
先
人

達
が
尽
力
し
、
渡
辺
美
智
雄
氏
が
継
承
し
、
明

治
14
年
の
着
工
か
ら
昭
和
50
年
の
完
成
ま

で
、
長
い
年
月
を
要
し
た
こ
と
に
取
り
組
み
の

凄
さ
を
感
じ
た
。

②
水
管
理
セ
ン
タ
ー
で
、
離
れ
た
場
所
の
水
門

を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
が
で
き
、
各
用
水

路
に
平
等
に
流
し
た
り
、
台
風
や
大
雨
の
時
は

用
水
路
に
雨
水
を
近
く
の
河
川
に
流
し
被
害

を
防
い
で
い
る
。

③
農
業
用
水
路
の
遊
休
落
差
を
活
用
し
た
小

水
力
発
電
は
、
平
成
４
年
の
１
基
を
初
め
に
現

在
９
基
を
導
入
し
、
最
大
出
力
１
，
９
４
３
kW

の
発
電
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
以
外
に
も
太

陽
光
発
電
事
業
や
バ
イ
オ
マ
ス
の
実
証
実
験

に
も
取
り
組
ん
で
お
り
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
事

業
へ
の
先
駆
的
な
取
り
組
み
に
は
感
心
を
し

た
。

【
Ｚ
o
o
m
に
よ
る
研
修
】

　
今
回
、
初
め
て
の
試
み
で
Ｚ
o
o
m
で
視
察

研
修
を
お
こ
な
っ
た
。

【
埼
玉
県
戸
田
市
の
子
ど
も
の
第
三
の
居
場

所
事
業
】

　
平
成
28
年
に
日
本
財
団
１
０
０
％
支
出
で

開
設
し
、
令
和
元
年
度
ま
で
運
営
費
は
日
本

財
団
が
支
出
し
、
そ
れ
以
後
は
戸
田
市
が
負

担
し
て
い
る
。
運
営
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ラ
ー
ニ

ン
グ
フ
ォ
オ
ー
ル
に
業
務
委
託
し
て
お
り
、

ス
タ
ッ
フ
の
半
分
は
教
育
の
資
格
保
持
者
で

残
り
は
大
学
生
で
あ
る
。
目
的
は
、
生
活
や

学
習
等
の
環
境
に
困
難
を
抱
え
る
子
ど
も
を

支
援
し
、
一
人
ひ
と
り
の
子
ど
も
が
将
来
の

自
立
に
つ
な
が
る
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
を

目
的
に
、
子
ど
も
が
安
心
し
て
過
ご
せ
る
、

家
で
も
学
校
で
も
な
い
第
三
の
居
場
所
と
し

て
、
居
場
所
や
学
習
支
援
、
体
験
活
動
、
継

続
的
な
保
護
者
・
子
ど
も
へ
の
個
々
に
応
じ

た
支
援
を
提
供
す
る
事
業
、
今
後
の
本
町
子

育
て
支
援
へ
の
施
策
に
も
お
お
い
に
参
考
に

な
っ
た
。

【
日
程
】

　
11
月
15
日
　
道
の
駅
き
つ
れ
が
わ

　
11
月
16
日
　
那
須
野
ヶ
原
土
地
改
良
区
連
合

【
道
の
駅
き
つ
れ
が
わ
】

①
実
質
的
な
経
営
責
任
者
で
あ
る
支
配
人

は
、
百
貨
店
Ｏ
Ｂ
で
栃
木
県
内
の
道
の
駅
支
配

人
は
、
ほ
と
ん
ど
が
系
列
百
貨
店
Ｏ
Ｂ
で
運
営

さ
れ
て
い
て
、
き
つ
れ
が
わ
設
立
時
に
も
横
の

連
携
が
非
常
に
役
立
っ
て
い
た
。

②
創
設
と
経
営
理
念
の
確
か
さ
が
あ
り
、
事
業

展
開
の
た
め
の
発
想
も
工
夫
も
自
在
に
で
き
て

お
り
、
支
配
人
へ
の
質
問
に
対
す
る
応
答
も
簡

明
か
つ
具
体
的
で
あ
り
、
す
ぐ
理
解
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議 員 研 修 報 告

研修風景

熊本県UXプロジェクトの説明

阿蘇くまもと空港の説明
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４
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23
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金
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テ
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空
港
周
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四
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町
村
議
会
議
員
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が

開
催
さ
れ
た
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１演
題
：
阿
蘇
熊
本
空
港
の
現
状
に
つ
い
て

講
師
：
熊
本
国
際
空
港
㈱
取
締
役

営
業
本
部
長
　
藤
井
　
誠
也 

氏

①
空
港
の
利
用
実
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②
地
域
共
生
の
取
り
組
み 

　
　

令
和
４
年
11
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24
日
（
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場
所
：
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熊
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４
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議
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議
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ン
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ル
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議
会
広
報
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
・

熊
本
大
学
客
員
教
授

 

　
　
　
　   

越
地
　
真
一
郎 

氏

・
伝
え
る
と
、
伝
わ
る
は
違
う 

・
読
ま
れ
な
い
議
会
だ
よ
り
は
、

　
出
す
必
要
が
な
い 

　

・
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
と
連
動
し
た
議
会

　
だ
よ
り
を
作
る

・
議
会
だ
よ
り
の
評
価
も
見
る

　
人
の
視
点
で
違
っ
て
く
る

 

２
．
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン 

　
表
彰
を
受
け
た
五
町
の
議
会

広
報
委
員
長
が
参
加
し
、
越
地

氏
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
方
面
で
の

取
り
組
み
や
考
え
方
を
聞
か

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
町
の
議
会
だ

よ
り
作
成
ま
で
の
話
が
聞
け
て

非
常
に
参
考
に
な
っ
た
。

空
港
周
辺
四
ヶ
町
村
議
会
議
員
研
修
会

空
港
周
辺
四
ヶ
町
村
議
会
議
員
研
修
会

令
和
４
年
度
町
村
議
会
広
報
研
修
会

③
空
港
全
体
概
要 
　
　

④
新
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
の
特
徴 

　
　

⑤
主
な
場
所
の
イ
メ
ー
ジ 
　
　

①
〜
⑤
の
説
明
が
あ
り
、
新
空
港
の
概
要
が
イ

メ
ー
ジ
で
き
た
。

２演
題
：
熊
本
県
Ｕ
Ｘ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て

講
師
：
熊
本
県
商
工
労
働
部
産
業
振
興
局
産
業

　
　
　
支
援
課
長
　
　
　    

辻
井
　
翔
太 

氏 

①
自
己
紹
介 

　

②
Ｕ
Ｘ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て 

　
　

③
熊
本
県
に
お
け
る
半
導
体
産
業
に
つ
い
て 

　
熊
本
経
済
が
将
来
に
わ
た
り
、
持
続
的
に
成

長
し
て
い
く
た
め
に
は
、
半
導
体
関
連
産
業
及

び
自
動
車
関
連
産
業
に
続
く
「
第
三
の
柱
」
と

な
る
新
た
な
産
業
の
創
出
が
必
要
で
あ
り
、
そ

の
た
め
に
空
港
周
辺
地
域
を
拠
点
に
、
熊
本
の

強
み
で
あ
る
医
療
・
介
護
・
健
康
・
食
・

ビ
ュ
ー
テ
ィ
・
ス
マ
ー
ト
農
業
等
を
中
心
と
し

て
ビ
ジ
ネ
ス
創

出
の
好
循
環
形

成
を
め
ざ
す
必

要
性
の
説
明
が

あ
り
、
様
々
な

分
野
・
地
域
・

企
業
の
連
携
し

た
取
り
組
み
の

必
要
性
を
感
じ

た
。

こ
え
じ
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二十歳の 声
　常に支えてくれ、一番の味方である家族や、互いに支え合える多くの友人
のお陰で、成人の日を迎えられたことをとても嬉しく思います。
　菊陽町で出会えた友人や学校の先生、塾の先生は一生の宝物です。地元で
ある菊陽町をずっと大切にしながら、沢山活躍できる人になれるように一生
懸命に頑張りたいと思います。　
　また、これからも活気溢れる菊陽町であることを願っています。

　今年度、菊陽町二十歳の成人式に参加された方に抱負や菊陽町に対
する思いなどを聞いてみました。

坂本 千夏子

　本年度18.19.20歳が成人として認められ、数えきれない方に支えられな
がら、新たな一歩を踏み出しました。
　先人の方々のようになれるよう、大人としての自覚を持ち行動していきた
いです。成人したとは言え、まだまだ未熟な私です。時には手を焼かせてし
まうこともあるかもしれません。その際には地域の方々のお力添えをいただ
けけると幸いです。そしていつかは、地域の方々に恩返しが出来るよう着実
に成長していきますので、引き続き温かい目で見守っていただけるよう、よ
ろしくお願いします。

髙橋 泉海

　地元の仲間たちと共に成人の日を迎えることができ、とても嬉しく思いま
す。
　今日この日まで大切に育ててくれた家族や、いつも応援してくださった地
域の皆様に、感謝いたします。
　成人の日は子供から大人への１つの区切りであり、ここがそれぞれの新た
なスタートです。これからも地元の仲間たちと切磋琢磨しながら、様々なこ
とに挑戦し、器の大きな大人になりたいと思います。

阪本 龍紀

　このようなご時世ではありましたが、無事に菊陽町二十歳の成人式を迎え
られたことを嬉しく思います。深い愛を持って育ててくれた両親、家族のよ
うに面倒を見てくださった地域の皆様に感謝しています。
　今ある環境を最大限に活用して、何事からも学ぶ姿勢を忘れずに成長して
いきたいです。そして、広い視野を持ち、学んだことを社会で活かしていき
たいです。
　これからは、大人として責任ある行動を取れるよう頑張っていきます。ま
だまだ未熟者ですが、今後ともよろしくお願いいたします。

佐々木 桃香
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　今ある環境を最大限に活用して、何事からも学ぶ姿勢を忘れずに成長して
いきたいです。そして、広い視野を持ち、学んだことを社会で活かしていき
たいです。
　これからは、大人として責任ある行動を取れるよう頑張っていきます。ま
だまだ未熟者ですが、今後ともよろしくお願いいたします。

佐々木 桃香

　成人の日を迎えることができたことをとても嬉しく思います。菊陽町は安
心安全の町であり、幼い頃から多くの地域の方に助けられながら暮らしてき
ました。20年間育ててくれた両親をはじめお世話になったすべての方々に
感謝し、少しでも恩返しできるように頑張ります。大学生活では、今後どの
ような形で返せるかをしっかりと考え、立派な社会人になりたいと思いま
す。

緒方 菜々美

　多くの人に支えられ、無事に成人の日を迎えることができました。今まで
支えてくれた家族、先生方、友達や地域の方々、本当にありがとうございま
す。これからも周りの人たちに感謝を伝えていきたいです。
　今年から私は社会人３年目になります。菊陽町は若者が活躍できる町に
なってほしいと思っています。若者の１人として、ポジティブな気持ちを忘
れず、何事にも楽しみながら挑戦していきたいと思います。

江口 心彩

　無事に菊陽町二十歳の成人式を迎え、晴れて大人の仲間入りを果たすこと
ができたことを大変嬉しく思います。まだまだ未熟な私ですが、今日の私を
形作ってくれた家族や友人、恩師、その他関わってくださった全ての方々に
感謝いたします。
　私を育んでくれた菊陽町は今なお躍進を続けています。そんなこの町が輝
かしい未来を掴むにあたって、その担い手たりうるだけの成長を共に遂げら
れるようになお一層の精進を重ねてゆくことを新成人の抱負として掲げま
す。

武田　 圭

　感染症が蔓延している中で無事に菊陽町二十歳の成人式を開催していただい
たことをとても感謝しています。
　「二十歳」になれば自ずと大人になれると考えていましたが、いざ実際に自
分がその歳になると子供の頃からなんら成長していないことに気づきました。
これから私たちは社会において今まで以上に責任をもって行動していかなけれ
ばならないと強く感じました。
　また、私は20年間様々なひとの力を借りて今日まで過ごしてきました。中
でも両親には感謝してもしきれないので成人を節目として少しずつでも恩を返
せて行けたらと思います。 松下 優花
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み
な
さ
ん
の
　傍
聴
を
　お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

議
会
か
ら
の
お
願
い

　
議
会
だ
よ
り
取
材
の
た
め
、
腕
章
を
着
用
し
た
議

会
の
広
報
委
員
が
写
真
撮
影
に
伺
う
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

記
事
の
訂
正

１
１
３
号
の
３
ペ
ー
ジ
の
路
線
バ
ス
補
助
金
　

誤
：
１
億
６
７
３
万
円
↓
正
：
３
，
６
１
１
万
円

　
　
発
行
責
任
者 

 

　
　 

議
　
　
長
　
　 

上
田
　
茂
政

　
　
　
　
編
集
者委 

員 

長      

西
本
　
友
春

副
委
員
長      

福
島
　
知
雄

委
　
　
員      

中
岡
　
敏
博

委
　
　
員      

大
久
保
　
輝

委
　
　
員      

矢
野
　
厚
子

委
　
　
員      

廣
瀨
　
英
二

こ
の
議
会
だ
よ
り
は
再
生
紙
を
使
っ
て
い
ま
す
。

編
集
後
記

矢
野

　厚
子

　
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
卯
年
の
今
年
、
み
な
様
の
気
持
ち
は
ウ
サ
ギ
の

よ
う
に
跳
び
は
ね
て
い
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

　
い
よ
い
よ
新
町
長
の
も
と
、
菊
陽
町
丸
が
船
出

を
し
ま
し
た
。
乗
組
員
で
あ
る
私
た
ち
議
員
は
、

職
員
と
共
に
、
乗
客
で
あ
る
住
民
の
み
な
様
の
安

全
で
安
心
な
航
路
を
探
し
て
進
み
た
い
と
願
っ
て

い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
は
み
な
様
の
力
も
必
要
で
す
。
町

に
対
す
る
思
い
や
提
言
を
近
く
に
い
る
議
員
や
役

場
の
玄
関
に
あ
る
投
書
箱
に
届
け
て
下
さ
い
。
み

な
様
の
声
を
待
っ
て
い
ま
す
。
力
を
合
わ
せ
て
、

町
を
取
り
囲
む
難
題
を
解
決
し
、
日
本
一
の
安
全

で
安
心
な
住
み
や
す
い
町
に
し
ま
し
ょ
う
。

『人形劇ぶっくる』子ども達が図書館に来るように　願いを込めて20周年

Ｔｅａ Ｔｉｍｅちょっと ひといき
てぃー たいむ

　「人形劇ぶっくる」　代表　渡辺とし子

　「人形劇ぶっくる」は、2003年（H15年）１月に発足し、菊陽町図書館を拠点として会員９
名と賛助会員７名（声優６・編集１）で活動しています。
　「ぶっくる」という名前は、図書館にたくさんの子ども達が来てくれることを願い「Book・
本」のある所に子ども達が「くる」ようにと「ぶっくる」と名付けました。脚本は「ぶっくる」
のオリジナルですが、決して原作を曲げない脚本です。毎週１回菊陽町図書館視聴覚室にて、人
形・大道具・小道具の製作や、人形劇の練習をしています。
　子ども達や多くの人達に、人形劇で日本の昔話の良さや、素晴らしさを伝えて行こうと思って
います。2023年（R５年）７月30日（日曜）に、菊陽町図書館ホールで第21回定期公演「した
きりすずめ」の上演を予定しています。多くの方のご来場をお待ちしています。
　毎回の公演ではさまざまな面で苦労しています。私達を含めた文化関係団体活動へのご理解と
ご協力をお願い致します。

16


